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人口と世帯
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世帯数
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敬老会
離島フェア
パークゴルフ大会2019
令和2年出初め式
役場からのお知らせ
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2020年（令和2年） 3月・4月 24

固定電話（I P 電話含む）、携帯電話から「119」へダイヤルすると
沖縄県消防指令センター職員（消防職員）が24時間体制で緊急通報を受け付けします。

急患や緊急時の連絡先は 電話１１９番
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2020

令和２年度 渡名喜幼小中学校入学式

　村内の下水道は、地理的制約から道路内にあるマンホールに圧送用ポンプを設置
し、汚水の圧送を行っている場所があります。近ごろ、布切れや油類、髪の毛などさ
まざまな異物の混入があり、ポンプ内で異物が詰まり、ポンプの故障・停止する事態が発生しております。

　野菜クズや残飯、天ぷら油な
どは排水管を詰まらせたり、処
理場の機能を低下させる原因に
なります。

下水道は正しく使用してください
■台所のゴミや廃油を
　流さないでください

　水に溶けない紙、紙おむつ、タ
バコ、ガム、ビニールなどを流す
とつまりの原因になります。ま
た、汚物を流す水
量を極端に少なく
するとつまりの原
因になります。

■原則トイレットペーパー
　以外のものは流さない
　でください 　ガソリン、シンナー、石油、ア

ルコールなど、揮発性の高い有
害物質・危険物を流すと、管の中
で爆発したり、管を痛めること
があります。また、
土砂や木片、ビニー
ルなどをすてない
ようにしましょう。

■有害物質は
　流さないでください

下水道は正しく使いましょう

寄贈マスク・医師紹介
令和元年度卒業式・修了式
令和2年度入学式
寄贈・こんにちは赤ちゃん
令和2年成人式
TONAKIスポーツフェスタ2019

寄贈マスク・医師紹介
令和元年度卒業式・修了式
令和2年度入学式
寄贈・こんにちは赤ちゃん
令和2年成人式
TONAKIスポーツフェスタ2019

令和2年度施政方針
教育長就任挨拶
令和2年度渡名喜村役場事務分掌
平成30年度決算状況の公表
平成30年度決算に基づく
財政健全化判断比率の公表

令和2年度施政方針
教育長就任挨拶
令和2年度渡名喜村役場事務分掌
平成30年度決算状況の公表
平成30年度決算に基づく
財政健全化判断比率の公表
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渡
名
喜
村
長

　桃

　原

　
　
　優

渡
名
喜
村
長

　桃

　原

　
　
　優

は
じ
め
に

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
を
は
じ
め
、令
和
２
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
案
を
含
め
重
要

な
審
議
に
先
立
ち
、村
政
運
営
に

対
す
る
私
の
施
政
方
針
を
述
べ
る

機
会
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、議
員
の
皆
様
及
び

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
県
の
２
０
２
０
年
度
一
般
会

計
予
算
は
堅
調
な
県
内
景
気
や
消

費
税
率
引
き
上
げ
等
に
よ
る
地
方

消
費
税
清
算
金
や
地
方
交
付
税
等

の
増
に
よ
り
、総
額
７
，５
１
４
億

円
を
計
上
し
、前
年
度
比
で
１
６

５
億
円
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、沖

縄
振
興
予
算
は
３
，０
１
０
億
円

に
据
え
置
か
れ
、「
一
括
交
付
金
」は

前
年
度
比
79
億
円
減
額
の
１
，０

１
４
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」も
残

す
と
こ
ろ
２
年
と
な
り
基
本
計
画

の
集
大
成
に
向
け
、取
り
組
む
年

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、次
期
振
興
計

画
を
見
据
え
て
新
た
な
事
業
の
構

築
や
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も「
少
子
高
齢

化
」に
伴
う
人
口
減
少
の
問
題
、農

業
・
漁
業
の
後
継
者
育
成
、安
定

的
航
路
の
確
保
、基
幹
産
業
の
推

進
、国
保
制
度
改
革
へ
の
対
応
、厳

し
い
財
政
等
、課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
２
月
に
策
定
し
ま

し
た
渡
名
喜
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、２
０
３

５
年
ま
で
に
総
人
口
を
５
０
０
人

ま
で
に
回
復
す
る
と
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、役

場
職
員
を
は
じ
め
、村
民
ひ
と
り
一

人
が「
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な

い
」の
危
機
感
を
持
ち
取
組
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
の「
地
域
の
公
共
性

を
自
ら
の
意
思
で
担
う
」を
基
本

理
念
に
、質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
行
財
政
体
制
の
整
備
を
行
い
、

「
村
民
の
意
志
が
反
映
す
る
村
政

の
実
現
」を
目
指
し
、住
民
の
福

祉
・
医
療
の
向
上
、農
林
水
産
業
、

教
育
・
文
化
等
の
各
種
事
業
を「
や

れ
ば
で
き
る
」の
精
神
で
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、議
員
の
皆
様
の

更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　１
．
行
政
一
般
に
つ
い
て

　「
元
気
で
豊
か
な
、村
づ
く
り
」

形
成
に
向
け
て
、人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、事
業
の
推
進
を
図

る
な
か
で
、本
村
な
ら
で
は
の
昔
か

ら
の
原
風
景
の
保
存
・
活
用
に
努

め
、創
造
す
る
豊
か
な
村
づ
く
り

の
推
進
に
む
け「
渡
名
喜
村
景
観

む
ら
づ
く
り
」計
画
の
設
置
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、老
朽
化
が
著
し

い
役
場
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て「
渡

名
喜
村
役
場
新
庁
舎
建
設
基
金
」

の
設
立
を
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

も
含
め
、沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
を
活
用
し
た
ヘ
リ
の
利
用
料

金
補
助
を
継
続
し
て
行
い
、荒
天

時
の
交
通
経
路
の
確
保
や
、多
目

的
拠
点
施
設
で
歴
史
民
俗
資
料
館

の
開
館
や
預
か
り
保
育
等
の
推
進

に
取
組
み
、保
護
者
の
就
労
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、厚
労
省
の「
同
一
県
内
で
、

同
じ
所
得
・
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば

同
じ
保
険
料
水
準
の
統
一
」の
国
保

制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、医
療
機

関
の
利
用
環
境
が
統
一
で
な
い
等

の
理
由
に
よ
り
、へ
き
地
離
島
の
地

域
性
を
考
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う

継
続
協
議
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
に
向
け
、行
政
の
執
行
役
で

あ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、研
修
・
講
演
会
の
開
催
に
継

続
し
て
取
組
み
、さ
ら
に
村
政
運

営
の
収
入
の
要
と
な
る
税
収
等
の

徴
収
率
を
高
め
て
財
源
の
確
保
に

努
め
、村
民
へ
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、情
報
の
共
有
、可
視
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
赤
土
の
流
出
防
止
対
策
や
環
境

保
全
・
美
化
推
進
事
業
等
で
刈
取

っ
た
草
木
で
有
機
肥
料
を
作
る
堆

肥
施
設
の
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

農
家
に
堆
肥
を
安
く
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、肥
料
代
の
経
費
削
減

に
努
め
る
と
共
に
、有
機
無
農
薬

栽
培
を
奨
励
し
、食
の
安
心
・
安

全
が
注
目
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、他
農
作
物
の
生
産
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、も

ち
き
び
や
島
人
参
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
よ
り
一
層
高
め
、農
業
従
事
者
の

所
得
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、も
ち
き
び
を
原
料
と

し
た
焼
酎
づ
く
り
や
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ガ
ネ
ブ
栽
培
の
事
業
再
開
に
着

手
し
、新
規
就
農
者
や
後
継
者
育

成
に
取
り
組
み
、耕
作
面
積
の
拡

大
や
引
続
き
湛
水
被
害
の
原
因
究

明
と
対
策
及
び
農
村
基
盤
整
備
事

業
に
農
業
委
員
会
と
連
携
し
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
近
年
、漁
業
就
労
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
育
成
の
問
題
、さ
ら
に

は
漁
獲
高
の
減
少
等
、水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
漁
業
協
同
組

合
と
連
携
の
う
え
、漁
業
再
生
支

援
推
進
事
業
の
活
用
に
よ
り
、ヒ

ト
エ
草
、シ
ャ
コ
貝
の
養
殖
等
、つ

く
り
育
て
る
漁
業
を
引
き
続
き
推

進
し
、離
島
フ
ェ
ア
ー
で
も
人
気
の

高
い
商
品
と
な
っ
て
い
る
、シ
ャ
コ

ガ
イ
の
塩
辛
、イ
カ
の
燻
製
や
シ
ー

ラ
の
チ
ョ
ウ
ギ
リ
等
の
生
産
拡
大

に
繋
が
る
よ
う
支
援
を
し
て
参
り

ま
す
。

　
ま
た
、観
光
産
業
等
と
連
携
の

う
え
体
験
型
漁
業
や
ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験
事
業
に
取
組
み
、魅
力
あ
る

漁
業
・
活
力
あ
る
漁
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

４
．
漁
港
整
備
に
つ
い
て

　
渡
名
喜
漁
港
は
、漁
業
の
活
動

拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、島
と
島

外
を
結
ぶ
唯
一
の
生
活
航
路
と
し

て
、島
の
暮
ら
し
や
産
業
振
興
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、国
、県
の
ご
配
慮

に
よ
り
、航
路
の
拡
幅
、防
波
堤
の

整
備
や
船
揚
げ
場
の
拡
張
な
ど
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、冬
場
の
時

化
等
に
お
い
て
は
、い
ま
だ
に
数
十

日
間
の
欠
航
が
あ
り
、村
民
生
活

の
み
な
ら
ず
観
光
産
業
等
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
、引
続
き
沖
防
波
堤
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
等
を
継
続
の
う
え
、

新
港
漁
港
南
側
の
防
風
柵
防
錆
事

業
の
早
期
補
修
に
取
組
ん
で
漁
港

を
整
備
し
、漁
業
就
労
者
の
安
全

と
村
民
の
生
活
航
路
の
安
定
的
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
．
観
光
産
業
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
に「
渡
名
喜
村

観
光
協
会
」を
設
立
し
、令
和
２

年
１
月
に
は
、観
光
振
興
整
備
事

業
に
よ
り「
渡
名
喜
村
観
光
案
内

所
」が
完
成
し
、本
村
観
光
振
興
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、あ
が
り
浜
周

辺
の
整
備
や
シ
ュ
ン
ザ
公
園
等
の

整
備
を
お
こ
な
い
、魅
力
あ
る
観

光
地
創
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す

　
ま
た
、約
30
年
間
に
及
び
村
の

玄
関
口
と
し
て
、村
民
、観
光
客
や

多
く
の
関
係
者
が
利
用
し
た「
渡

名
喜
村
タ
ー
ミ
ナ
ル
」を
老
朽
化
に

伴
い
解
体
し
、一
括
交
付
金
の
特
別

枠
を
活
用
し
新
た
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

建
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
が
優
れ
て
い
る
こ
と

で
、平
成
９
年
に
島
全
体
が
県
内

で
三
番
目
と
な
る「
渡
名
喜
県
立

自
然
公
園
」の
指
定
を
受
け
、平
成

１
２
年
に
は
県
内
で
二
番
目
と
な

る
、国
の「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」に
選
定
さ
れ
た
、他

に
類
を
見
な
い
特
異
な
景
観
を
有

す
る
渡
名
島
は
県
内
外
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、集
落
内
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
周
辺
の
緑
化
及
び
美

化
活
動
を
継
続
実
施
し
、外
来
植

物
の
駆
除
や
在
来
植
物
の
保
全
育

成
事
業
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

ビ
ー
チ
等
の
ク
リ
ー
ン
事
業
を
継

続
す
る
と
共
に
、空
き
家
活
用
に

取
組
み
、移
住
、観
光
客
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
を
推
進
し
、自
然
と

文
化
の
調
和
を
基
調
と
し
た
魅
力

的
な「
と
な
き
島
ブ
ラ
ン
ド
」の
観

光
地
作
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
．
福
祉
・
保
健
衛
生
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
福

祉
ニ
ー
ズ
な
ど
、社
会
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、村
民

が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る

た
め
に
、渡
名
喜
村
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、各
種
団
体
や
専

門
的
知
識
を
持
っ
た
機
関
と
連
携

や
協
力
を
深
め
、保
健
、福
祉
、介

護
等
の
充
実
を
は
か
り
、福
祉
・
保

健
衛
生
等
の
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
　

　
各
種
事
業
計
画
等
に
基
づ
い
た

予
防
や
健
康
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

要
介
護
者
の
在
宅
生
活
支
援
、障

が
い
者
の
支
援
等
や
国
保
事
業
等

で
行
っ
て
い
る
特
定
健
診
、特
定
保

健
指
導
、住
民
健
診
や
各
種
ガ
ン

検
診
等
に
お
い
て
も
並
行
し
て
推

進
す
る
と
と
も
に
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
予
防
接
種
に
お
い
て
も
、助

成
を
継
続
し
、村
民
の
健
康
増
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、福
祉
行
政
の
活
動
の
中

で
、介
護
予
防
事
業
等
住
民
と
直

接
係
わ
っ
て
い
る
の
が
、渡
名
喜
村

社
会
福
祉
協
議
会
で
あ
り
、村
民

が
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
健

康
づ
く
り
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
後
と
も
、関
係
機
関
、各

種
団
体
と
連
携
を
図
り
、村
民
の

健
康
管
理
や
地
域
医
療
の
充
実
に

引
き
続
き
支
援
を
行
い
、委
託
し

て
い
る
地
域
支
援
事
業
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
も
引
き
続
き
継
続
を
図

り
、高
齢
者
や
要
介
護
者
の
健
康

維
持
や
栄
養
管
理
等
に
つ
い
て
向

上
す
る
よ
う
積
極
的
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
お
い
て
も
、

妊
産
婦
、乳
幼
児
及
び
児
童
の
医

施
政
方
針

施
政
方
針

令
和
2
年
度
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渡
名
喜
村
長

　桃

　原

　
　
　優

渡
名
喜
村
長

　桃

　原

　
　
　優

は
じ
め
に

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
を
は
じ
め
、令
和
２
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
案
を
含
め
重
要

な
審
議
に
先
立
ち
、村
政
運
営
に

対
す
る
私
の
施
政
方
針
を
述
べ
る

機
会
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、議
員
の
皆
様
及
び

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
県
の
２
０
２
０
年
度
一
般
会

計
予
算
は
堅
調
な
県
内
景
気
や
消

費
税
率
引
き
上
げ
等
に
よ
る
地
方

消
費
税
清
算
金
や
地
方
交
付
税
等

の
増
に
よ
り
、総
額
７
，５
１
４
億

円
を
計
上
し
、前
年
度
比
で
１
６

５
億
円
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、沖

縄
振
興
予
算
は
３
，０
１
０
億
円

に
据
え
置
か
れ
、「
一
括
交
付
金
」は

前
年
度
比
79
億
円
減
額
の
１
，０

１
４
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」も
残

す
と
こ
ろ
２
年
と
な
り
基
本
計
画

の
集
大
成
に
向
け
、取
り
組
む
年

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、次
期
振
興
計

画
を
見
据
え
て
新
た
な
事
業
の
構

築
や
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も「
少
子
高
齢

化
」に
伴
う
人
口
減
少
の
問
題
、農

業
・
漁
業
の
後
継
者
育
成
、安
定

的
航
路
の
確
保
、基
幹
産
業
の
推

進
、国
保
制
度
改
革
へ
の
対
応
、厳

し
い
財
政
等
、課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
２
月
に
策
定
し
ま

し
た
渡
名
喜
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、２
０
３

５
年
ま
で
に
総
人
口
を
５
０
０
人

ま
で
に
回
復
す
る
と
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、役

場
職
員
を
は
じ
め
、村
民
ひ
と
り
一

人
が「
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な

い
」の
危
機
感
を
持
ち
取
組
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
の「
地
域
の
公
共
性

を
自
ら
の
意
思
で
担
う
」を
基
本

理
念
に
、質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
行
財
政
体
制
の
整
備
を
行
い
、

「
村
民
の
意
志
が
反
映
す
る
村
政

の
実
現
」を
目
指
し
、住
民
の
福

祉
・
医
療
の
向
上
、農
林
水
産
業
、

教
育
・
文
化
等
の
各
種
事
業
を「
や

れ
ば
で
き
る
」の
精
神
で
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、議
員
の
皆
様
の

更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　１
．
行
政
一
般
に
つ
い
て

　「
元
気
で
豊
か
な
、村
づ
く
り
」

形
成
に
向
け
て
、人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、事
業
の
推
進
を
図

る
な
か
で
、本
村
な
ら
で
は
の
昔
か

ら
の
原
風
景
の
保
存
・
活
用
に
努

め
、創
造
す
る
豊
か
な
村
づ
く
り

の
推
進
に
む
け「
渡
名
喜
村
景
観

む
ら
づ
く
り
」計
画
の
設
置
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、老
朽
化
が
著
し

い
役
場
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て「
渡

名
喜
村
役
場
新
庁
舎
建
設
基
金
」

の
設
立
を
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

も
含
め
、沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
を
活
用
し
た
ヘ
リ
の
利
用
料

金
補
助
を
継
続
し
て
行
い
、荒
天

時
の
交
通
経
路
の
確
保
や
、多
目

的
拠
点
施
設
で
歴
史
民
俗
資
料
館

の
開
館
や
預
か
り
保
育
等
の
推
進

に
取
組
み
、保
護
者
の
就
労
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、厚
労
省
の「
同
一
県
内
で
、

同
じ
所
得
・
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば

同
じ
保
険
料
水
準
の
統
一
」の
国
保

制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、医
療
機

関
の
利
用
環
境
が
統
一
で
な
い
等

の
理
由
に
よ
り
、へ
き
地
離
島
の
地

域
性
を
考
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う

継
続
協
議
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
に
向
け
、行
政
の
執
行
役
で

あ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、研
修
・
講
演
会
の
開
催
に
継

続
し
て
取
組
み
、さ
ら
に
村
政
運

営
の
収
入
の
要
と
な
る
税
収
等
の

徴
収
率
を
高
め
て
財
源
の
確
保
に

努
め
、村
民
へ
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、情
報
の
共
有
、可
視
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
赤
土
の
流
出
防
止
対
策
や
環
境

保
全
・
美
化
推
進
事
業
等
で
刈
取

っ
た
草
木
で
有
機
肥
料
を
作
る
堆

肥
施
設
の
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

農
家
に
堆
肥
を
安
く
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、肥
料
代
の
経
費
削
減

に
努
め
る
と
共
に
、有
機
無
農
薬

栽
培
を
奨
励
し
、食
の
安
心
・
安

全
が
注
目
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、他
農
作
物
の
生
産
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、も

ち
き
び
や
島
人
参
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
よ
り
一
層
高
め
、農
業
従
事
者
の

所
得
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、も
ち
き
び
を
原
料
と

し
た
焼
酎
づ
く
り
や
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ガ
ネ
ブ
栽
培
の
事
業
再
開
に
着

手
し
、新
規
就
農
者
や
後
継
者
育

成
に
取
り
組
み
、耕
作
面
積
の
拡

大
や
引
続
き
湛
水
被
害
の
原
因
究

明
と
対
策
及
び
農
村
基
盤
整
備
事

業
に
農
業
委
員
会
と
連
携
し
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
近
年
、漁
業
就
労
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
育
成
の
問
題
、さ
ら
に

は
漁
獲
高
の
減
少
等
、水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
漁
業
協
同
組

合
と
連
携
の
う
え
、漁
業
再
生
支

援
推
進
事
業
の
活
用
に
よ
り
、ヒ

ト
エ
草
、シ
ャ
コ
貝
の
養
殖
等
、つ

く
り
育
て
る
漁
業
を
引
き
続
き
推

進
し
、離
島
フ
ェ
ア
ー
で
も
人
気
の

高
い
商
品
と
な
っ
て
い
る
、シ
ャ
コ

ガ
イ
の
塩
辛
、イ
カ
の
燻
製
や
シ
ー

ラ
の
チ
ョ
ウ
ギ
リ
等
の
生
産
拡
大

に
繋
が
る
よ
う
支
援
を
し
て
参
り

ま
す
。

　
ま
た
、観
光
産
業
等
と
連
携
の

う
え
体
験
型
漁
業
や
ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験
事
業
に
取
組
み
、魅
力
あ
る

漁
業
・
活
力
あ
る
漁
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

４
．
漁
港
整
備
に
つ
い
て

　
渡
名
喜
漁
港
は
、漁
業
の
活
動

拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、島
と
島

外
を
結
ぶ
唯
一
の
生
活
航
路
と
し

て
、島
の
暮
ら
し
や
産
業
振
興
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、国
、県
の
ご
配
慮

に
よ
り
、航
路
の
拡
幅
、防
波
堤
の

整
備
や
船
揚
げ
場
の
拡
張
な
ど
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、冬
場
の
時

化
等
に
お
い
て
は
、い
ま
だ
に
数
十

日
間
の
欠
航
が
あ
り
、村
民
生
活

の
み
な
ら
ず
観
光
産
業
等
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
、引
続
き
沖
防
波
堤
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
等
を
継
続
の
う
え
、

新
港
漁
港
南
側
の
防
風
柵
防
錆
事

業
の
早
期
補
修
に
取
組
ん
で
漁
港

を
整
備
し
、漁
業
就
労
者
の
安
全

と
村
民
の
生
活
航
路
の
安
定
的
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
．
観
光
産
業
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
に「
渡
名
喜
村

観
光
協
会
」を
設
立
し
、令
和
２

年
１
月
に
は
、観
光
振
興
整
備
事

業
に
よ
り「
渡
名
喜
村
観
光
案
内

所
」が
完
成
し
、本
村
観
光
振
興
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、あ
が
り
浜
周

辺
の
整
備
や
シ
ュ
ン
ザ
公
園
等
の

整
備
を
お
こ
な
い
、魅
力
あ
る
観

光
地
創
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す

　
ま
た
、約
30
年
間
に
及
び
村
の

玄
関
口
と
し
て
、村
民
、観
光
客
や

多
く
の
関
係
者
が
利
用
し
た「
渡

名
喜
村
タ
ー
ミ
ナ
ル
」を
老
朽
化
に

伴
い
解
体
し
、一
括
交
付
金
の
特
別

枠
を
活
用
し
新
た
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

建
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
が
優
れ
て
い
る
こ
と

で
、平
成
９
年
に
島
全
体
が
県
内

で
三
番
目
と
な
る「
渡
名
喜
県
立

自
然
公
園
」の
指
定
を
受
け
、平
成

１
２
年
に
は
県
内
で
二
番
目
と
な

る
、国
の「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」に
選
定
さ
れ
た
、他

に
類
を
見
な
い
特
異
な
景
観
を
有

す
る
渡
名
島
は
県
内
外
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、集
落
内
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
周
辺
の
緑
化
及
び
美

化
活
動
を
継
続
実
施
し
、外
来
植

物
の
駆
除
や
在
来
植
物
の
保
全
育

成
事
業
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

ビ
ー
チ
等
の
ク
リ
ー
ン
事
業
を
継

続
す
る
と
共
に
、空
き
家
活
用
に

取
組
み
、移
住
、観
光
客
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
を
推
進
し
、自
然
と

文
化
の
調
和
を
基
調
と
し
た
魅
力

的
な「
と
な
き
島
ブ
ラ
ン
ド
」の
観

光
地
作
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
．
福
祉
・
保
健
衛
生
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
福

祉
ニ
ー
ズ
な
ど
、社
会
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、村
民

が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る

た
め
に
、渡
名
喜
村
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、各
種
団
体
や
専

門
的
知
識
を
持
っ
た
機
関
と
連
携

や
協
力
を
深
め
、保
健
、福
祉
、介

護
等
の
充
実
を
は
か
り
、福
祉
・
保

健
衛
生
等
の
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
　

　
各
種
事
業
計
画
等
に
基
づ
い
た

予
防
や
健
康
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

要
介
護
者
の
在
宅
生
活
支
援
、障

が
い
者
の
支
援
等
や
国
保
事
業
等

で
行
っ
て
い
る
特
定
健
診
、特
定
保

健
指
導
、住
民
健
診
や
各
種
ガ
ン

検
診
等
に
お
い
て
も
並
行
し
て
推

進
す
る
と
と
も
に
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
予
防
接
種
に
お
い
て
も
、助

成
を
継
続
し
、村
民
の
健
康
増
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、福
祉
行
政
の
活
動
の
中

で
、介
護
予
防
事
業
等
住
民
と
直

接
係
わ
っ
て
い
る
の
が
、渡
名
喜
村

社
会
福
祉
協
議
会
で
あ
り
、村
民

が
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
健

康
づ
く
り
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
後
と
も
、関
係
機
関
、各

種
団
体
と
連
携
を
図
り
、村
民
の

健
康
管
理
や
地
域
医
療
の
充
実
に

引
き
続
き
支
援
を
行
い
、委
託
し

て
い
る
地
域
支
援
事
業
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
も
引
き
続
き
継
続
を
図

り
、高
齢
者
や
要
介
護
者
の
健
康

維
持
や
栄
養
管
理
等
に
つ
い
て
向

上
す
る
よ
う
積
極
的
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
お
い
て
も
、

妊
産
婦
、乳
幼
児
及
び
児
童
の
医

施
政
方
針

施
政
方
針

令
和
2
年
度
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療
費
・
健
康
診
査
等
の
補
助
や
助

成
を
行
う
と
共
に
、母
子
の
保
健

指
導
や
母
子
推
進
員
活
動
の
強
化

を
図
り
、次
世
代
育
成
事
業
支
援

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
乳
幼
児
や
児
童
の
健

全
育
成
に
努
め
、こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
予
防
接
種
の
継
続
、助
成
等

を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、新
生
児
の
健
や
か
な

成
長
と
若
者
等
の
安
住
促
進
を
推

進
す
る
目
的
に
、出
産
及
び
結
婚

者
に
対
し
、出
産
祝
金
と
結
婚
祝

い
金
及
び
高
齢
者
福
祉
増
進
に
、

敬
老
祝
い
金
等
の
交
付
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
婦
の
渡
航
費
及
び
宿
泊
費
の

補
助
を
継
続
し
、子
ど
も
医
療
費

に
つ
い
て
も「
現
物
支
給
」に
取
組

み
、保
険
医
療
に
よ
る
医
療
費
の

自
己
負
担
分
に
つ
い
て
窓
口
で
支

払
う
こ
と
な
く
、無
料
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る「
窓
口
無
料
方
式
」の

導
入
を
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
渡
名
喜
村
多
目
的
拠
点
施
設

も
建
物
は
完
成
し
、不
動
産
登
記

手
続
き
や
条
例
等
の
整
備
を
行
い
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

を
し
て
い
ま
す
が
、預
か
り
所
施
設
、

渡
名
喜
村
歴
史
民
俗
資
料
館
の
開

館
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

７
．
環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

営
ま
れ
る
よ
う
、ゴ
ミ
の
分
別
収

集
と
生
ゴ
ミ
処
理
機
及
び
小
型
ゴ

ミ
処
理
機
の
設
置
に
よ
り
悪
臭
や

ハ
エ
の
発
生
防
止
等
を
行
う
な
ど
、

継
続
し
て
環
境
の
改
善
に
努
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
よ

り
ゴ
ミ
処
理
・
分
別
機
能
の
向
上

を
図
り
衛
生
的
環
境
整
備
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、蚊
や
ゴ
キ
ブ
リ
、ね
ず
み

等
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
雨
水
排
水
側
溝
は
、長
年
の

風
雨
に
よ
り
浸
食
さ
れ
た
道
と
の

境
に
段
差
が
生
じ
特
に
お
年
寄
り

や
子
ど
も
達
の
安
全
歩
行
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
、早
急
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、集
落
内
の
清
掃
美
化

事
業
、蚊
の
駆
除
薬
散
布
・
焼
却

灰
及
び
鉄
等
の
廃
棄
物
処
理
委
託

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
、村
民

が
健
康
で
安
心
し
て
衛
生
的
な
生

活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

８
．
簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業
集

　
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
は
、昭
和
60
年
・
61

年
度
に
布
設
整
備
さ
れ
、昭
和
62

年
に
供
用
開
始
さ
れ
、平
成
16
年

度
に
こ
れ
ま
で
の
造
水
能
力
も
増

加
さ
れ
、す
べ
て
の
住
民
に
対
し
安

全
で
安
定
的
な
水
道
水
を
供
給
し

て
い
ま
す
が
、配
水
管
に
お
い
て
は

耐
震
性
も
満
た
し
て
な
い
た
め
、老

朽
化
に
よ
る
漏
水
等
を
未
然
に
防

ぐ
と
共
に
、安
定
し
た
水
道
事
業

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、沖
縄
簡

易
水
道
等
施
設
整
備
費
国
庫
補

助
金
事
業
を
利
用
し
、簡
易
水
道

事
業
の
広
域
化
に
向
け
て
、土
地

の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
を
早

急
に
完
了
し
、事
業
の
早
期
実
施

に
取
組
み
、安
定
し
た
水
の
供
給

及
び
健
全
な
事
業
運
営
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　９
．
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

　
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
て
い
る
本

島
は
、周
辺
が
良
好
な
漁
場
と
な

っ
て
い
る
反
面
津
波
等
の
災
害
に

対
し
て
の
特
に
西
森
周
辺
の
リ
ー

フ
に
お
い
て
は
避
難
が
困
難
な
地

形
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、西
森
の

散
策
道
と
関
連
し
た
避
難
道
の
設

置
や
防
災
支
援
セ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
や
、観
光
防
災
力
強
化
事
業
を

活
用
し
た
災
害
備
蓄
品
の
確
保
に

努
め
、村
民
の
安
全
と
財
産
を
守

る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、防

災
・
緊
急
医
療
体
制
の
充
実
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、８
年
ぶ
り
に

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
行
い
実

状
に
即
し
た
対
策
を
構
築
し
、沖

縄
県
消
防
防
災
指
令
セ
ン
タ
ー
と

役
場
職
員
を
中
心
と
し
た
非
常
備

消
防
団
に
よ
る
、緊
急
時
に
対
応

で
き
る
体
制
を
よ
り
一
層
向
上
し
、

防
災
体
制
や
防
火
訓
練
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
、お
年
寄
り
の
方
々
な

ど
村
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

本
村
消
防
団
と
沖
縄
県
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
添
乗
医
師
確
保
事
業
運
営
協

議
会
及
び
診
療
所
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
一
層
密
に
し
、緊
急
搬
送

シ
ス
テ
ム
の
強
化
充
実
に
努
め
ま

す
。

10
．
教
育
文
化
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
行
政
の
目
標
は

「
人
材
を
以
て
資
源
と
為
す
」を
根

幹
と
す
る
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　
本
村
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
、自
ら
考
え
判
断
し
行
動
す
る

能
力
、そ
し
て
、思
い
や
り
の
あ
る

心
、生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
を
愛
す

る
心
、豊
か
な
人
間
関
係
形
成
を

醸
成
す
る
う
え
で
、５
感
を
張
り

巡
ら
せ
て
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、豊
か

な
感
性
を
育
む
遊
具
や
運
動
器
具

を
設
置
し
体
幹
機
能
の
成
長
を
促

す
環
境
を
整
備
し
て
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

す
る
た
め
、児
童
・
生
徒
の
村
外
へ

の
学
校
諸
活
動
及
び
交
流
学
習
へ

の
派
遣
費
等
の
支
援
や
I
C
T
の

環
境
整
備
を
行
い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
活
用
能

力
の
育
成
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
準
備
、指
導
体
制
を
整
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、教
育
、学
力
の
先
進

地
で
あ
る
秋
田
県
の
小
・
中
学
校

の「
秋
田
県
の
学
び
の
体
験
事
業
」

及
び「
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」へ
引

続
き
派
遣
し
、学
ぶ
意
欲
や
姿
勢
、

視
野
を
広
げ
感
性
を
豊
か
に
す
る

等
ク
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
対
応
で
き
る

「
と
な
き
っ
子
」の
育
成
を
継
続
し

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、保
育
園
が
な

い
こ
と
か
ら
、幼
稚
園
に
お
け
る
三

年
保
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が

子
育
て
支
援
の
た
め
、入
園
料
及

び
保
育
料
並
び
に
給
食
費
に
つ
い

て
も
無
料
化
を
継
続
し
、多
目
的

拠
点
施
設
の
預
か
り
所
の
保
育
と

連
携
を
図
り
、幼
児
教
育
の
充
実

と
保
護
者
の
雇
用
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、長
年
発
刊
が
待
ち
望
ま

れ
て
い
た「
渡
名
喜
の
方
言
辞
典
」

の
発
刊
を
目
指
し
取
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、毎
年
、多
額
の
修
繕

費
を
費
や
し
、老
朽
化
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
、教
員
宿
舎
の
改
築
事

業
の
早
急
な
実
施
に
取
組
み
、島

外
か
ら
の
教
員
の
教
育
指
導
環
境

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

11
．
令
和
２
年
度
沖
縄
振
興
特
別

　
推
進
市
町
村
交
付
金
事
業
は
、

　
左
記
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

　
り
ま
す

　
　
　
　
　
記
　

（
１
）環
境
保
全
・
美
化
推
進
事
業

（
２
）離
島
苦
解
消
移
動
手
段
安

　
　
定
化
対
策
事
業

（
３
）児
童
・
生
徒
の
教
育
活
動
助

　
　
成
事
業

（
４
）観
光
振
興
整
備
事
業

（
５
）渡
名
喜
村
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
整
備
事
業

（
６
）渡
名
喜
村
フ
ォ
ト
ツ
ー
リ
ズ

　
　
ム
事
業

（
７
）渡
名
喜
村
多
目
的
拠
点
施

　
　
設
整
備
事
業

（
歴
史
民
俗
資
料
館
機
能
強
化
事

業
）

12
．
令
和
２
年
度
特
定
防
衛
施
設

　
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業

　
は
、下
記
の
事
業
を
実
施
い
た

　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

（
１
）基
金
積
立
金

（
２
）幼
稚
園
教
諭
派
遣
事
業

（
３
）環
境
衛
生
事
業

（
４
）パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
施
設
管
理

　
　
事
業

（
５
）村
道
27
号
線
カ
ー
ド
レ
ー
ル

　
　
改
修
事
業

（
６
）農
地
・
林
道
等
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
車
購
入
事
業

（
７
）ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
事
業

（
８
）堆
肥
生
産
施
設
整
備
事
業

（
9
）遊
具
及
び
運
動
器
具
設
置
事
業

（
10
）海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

（
11
）県
外
学
び
の
体
験
事
業

13
． 

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
、令
和
２
年
度
の
村

政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
、並
び
に
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、こ
れ
を
執
行
す
る
本
年
度
の

各
会
計
の
予
算
は
、次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、そ
の
諸
施
策
を
確
実
に

執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、最
大
限

の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
意
識
を
高
く
持

ち
、努
力
を
怠
ら
ず
、村
民
の
福
祉

と
生
活
向
上
に
向
け
取
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
議
会
を
は
じ
め
、村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

　

会　計　別　予　算
　　1,473,145千円

94,591千円
97,947千円
10,609千円
7,305千円

1,683,597千円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合　　計
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療
費
・
健
康
診
査
等
の
補
助
や
助

成
を
行
う
と
共
に
、母
子
の
保
健

指
導
や
母
子
推
進
員
活
動
の
強
化

を
図
り
、次
世
代
育
成
事
業
支
援

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
乳
幼
児
や
児
童
の
健

全
育
成
に
努
め
、こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
予
防
接
種
の
継
続
、助
成
等

を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、新
生
児
の
健
や
か
な

成
長
と
若
者
等
の
安
住
促
進
を
推

進
す
る
目
的
に
、出
産
及
び
結
婚

者
に
対
し
、出
産
祝
金
と
結
婚
祝

い
金
及
び
高
齢
者
福
祉
増
進
に
、

敬
老
祝
い
金
等
の
交
付
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
婦
の
渡
航
費
及
び
宿
泊
費
の

補
助
を
継
続
し
、子
ど
も
医
療
費

に
つ
い
て
も「
現
物
支
給
」に
取
組

み
、保
険
医
療
に
よ
る
医
療
費
の

自
己
負
担
分
に
つ
い
て
窓
口
で
支

払
う
こ
と
な
く
、無
料
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る「
窓
口
無
料
方
式
」の

導
入
を
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
渡
名
喜
村
多
目
的
拠
点
施
設

も
建
物
は
完
成
し
、不
動
産
登
記

手
続
き
や
条
例
等
の
整
備
を
行
い
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

を
し
て
い
ま
す
が
、預
か
り
所
施
設
、

渡
名
喜
村
歴
史
民
俗
資
料
館
の
開

館
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

７
．
環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

営
ま
れ
る
よ
う
、ゴ
ミ
の
分
別
収

集
と
生
ゴ
ミ
処
理
機
及
び
小
型
ゴ

ミ
処
理
機
の
設
置
に
よ
り
悪
臭
や

ハ
エ
の
発
生
防
止
等
を
行
う
な
ど
、

継
続
し
て
環
境
の
改
善
に
努
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
よ

り
ゴ
ミ
処
理
・
分
別
機
能
の
向
上

を
図
り
衛
生
的
環
境
整
備
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、蚊
や
ゴ
キ
ブ
リ
、ね
ず
み

等
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
雨
水
排
水
側
溝
は
、長
年
の

風
雨
に
よ
り
浸
食
さ
れ
た
道
と
の

境
に
段
差
が
生
じ
特
に
お
年
寄
り

や
子
ど
も
達
の
安
全
歩
行
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
、早
急
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、集
落
内
の
清
掃
美
化

事
業
、蚊
の
駆
除
薬
散
布
・
焼
却

灰
及
び
鉄
等
の
廃
棄
物
処
理
委
託

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
、村
民

が
健
康
で
安
心
し
て
衛
生
的
な
生

活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

８
．
簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業
集

　
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
は
、昭
和
60
年
・
61

年
度
に
布
設
整
備
さ
れ
、昭
和
62

年
に
供
用
開
始
さ
れ
、平
成
16
年

度
に
こ
れ
ま
で
の
造
水
能
力
も
増

加
さ
れ
、す
べ
て
の
住
民
に
対
し
安

全
で
安
定
的
な
水
道
水
を
供
給
し

て
い
ま
す
が
、配
水
管
に
お
い
て
は

耐
震
性
も
満
た
し
て
な
い
た
め
、老

朽
化
に
よ
る
漏
水
等
を
未
然
に
防

ぐ
と
共
に
、安
定
し
た
水
道
事
業

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、沖
縄
簡

易
水
道
等
施
設
整
備
費
国
庫
補

助
金
事
業
を
利
用
し
、簡
易
水
道

事
業
の
広
域
化
に
向
け
て
、土
地

の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
を
早

急
に
完
了
し
、事
業
の
早
期
実
施

に
取
組
み
、安
定
し
た
水
の
供
給

及
び
健
全
な
事
業
運
営
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　９
．
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

　
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
て
い
る
本

島
は
、周
辺
が
良
好
な
漁
場
と
な

っ
て
い
る
反
面
津
波
等
の
災
害
に

対
し
て
の
特
に
西
森
周
辺
の
リ
ー

フ
に
お
い
て
は
避
難
が
困
難
な
地

形
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、西
森
の

散
策
道
と
関
連
し
た
避
難
道
の
設

置
や
防
災
支
援
セ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
や
、観
光
防
災
力
強
化
事
業
を

活
用
し
た
災
害
備
蓄
品
の
確
保
に

努
め
、村
民
の
安
全
と
財
産
を
守

る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、防

災
・
緊
急
医
療
体
制
の
充
実
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、８
年
ぶ
り
に

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
行
い
実

状
に
即
し
た
対
策
を
構
築
し
、沖

縄
県
消
防
防
災
指
令
セ
ン
タ
ー
と

役
場
職
員
を
中
心
と
し
た
非
常
備

消
防
団
に
よ
る
、緊
急
時
に
対
応

で
き
る
体
制
を
よ
り
一
層
向
上
し
、

防
災
体
制
や
防
火
訓
練
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
、お
年
寄
り
の
方
々
な

ど
村
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

本
村
消
防
団
と
沖
縄
県
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
添
乗
医
師
確
保
事
業
運
営
協

議
会
及
び
診
療
所
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
一
層
密
に
し
、緊
急
搬
送

シ
ス
テ
ム
の
強
化
充
実
に
努
め
ま

す
。

10
．
教
育
文
化
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
行
政
の
目
標
は

「
人
材
を
以
て
資
源
と
為
す
」を
根

幹
と
す
る
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　
本
村
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
、自
ら
考
え
判
断
し
行
動
す
る

能
力
、そ
し
て
、思
い
や
り
の
あ
る

心
、生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
を
愛
す

る
心
、豊
か
な
人
間
関
係
形
成
を

醸
成
す
る
う
え
で
、５
感
を
張
り

巡
ら
せ
て
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、豊
か

な
感
性
を
育
む
遊
具
や
運
動
器
具

を
設
置
し
体
幹
機
能
の
成
長
を
促

す
環
境
を
整
備
し
て
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

す
る
た
め
、児
童
・
生
徒
の
村
外
へ

の
学
校
諸
活
動
及
び
交
流
学
習
へ

の
派
遣
費
等
の
支
援
や
I
C
T
の

環
境
整
備
を
行
い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
活
用
能

力
の
育
成
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
準
備
、指
導
体
制
を
整
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、教
育
、学
力
の
先
進

地
で
あ
る
秋
田
県
の
小
・
中
学
校

の「
秋
田
県
の
学
び
の
体
験
事
業
」

及
び「
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」へ
引

続
き
派
遣
し
、学
ぶ
意
欲
や
姿
勢
、

視
野
を
広
げ
感
性
を
豊
か
に
す
る

等
ク
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
対
応
で
き
る

「
と
な
き
っ
子
」の
育
成
を
継
続
し

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、保
育
園
が
な

い
こ
と
か
ら
、幼
稚
園
に
お
け
る
三

年
保
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が

子
育
て
支
援
の
た
め
、入
園
料
及

び
保
育
料
並
び
に
給
食
費
に
つ
い

て
も
無
料
化
を
継
続
し
、多
目
的

拠
点
施
設
の
預
か
り
所
の
保
育
と

連
携
を
図
り
、幼
児
教
育
の
充
実

と
保
護
者
の
雇
用
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、長
年
発
刊
が
待
ち
望
ま

れ
て
い
た「
渡
名
喜
の
方
言
辞
典
」

の
発
刊
を
目
指
し
取
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、毎
年
、多
額
の
修
繕

費
を
費
や
し
、老
朽
化
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
、教
員
宿
舎
の
改
築
事

業
の
早
急
な
実
施
に
取
組
み
、島

外
か
ら
の
教
員
の
教
育
指
導
環
境

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

11
．
令
和
２
年
度
沖
縄
振
興
特
別

　
推
進
市
町
村
交
付
金
事
業
は
、

　
左
記
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

　
り
ま
す

　
　
　
　
　
記
　

（
１
）環
境
保
全
・
美
化
推
進
事
業

（
２
）離
島
苦
解
消
移
動
手
段
安

　
　
定
化
対
策
事
業

（
３
）児
童
・
生
徒
の
教
育
活
動
助

　
　
成
事
業

（
４
）観
光
振
興
整
備
事
業

（
５
）渡
名
喜
村
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
整
備
事
業

（
６
）渡
名
喜
村
フ
ォ
ト
ツ
ー
リ
ズ

　
　
ム
事
業

（
７
）渡
名
喜
村
多
目
的
拠
点
施

　
　
設
整
備
事
業

（
歴
史
民
俗
資
料
館
機
能
強
化
事

業
）

12
．
令
和
２
年
度
特
定
防
衛
施
設

　
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業

　
は
、下
記
の
事
業
を
実
施
い
た

　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

（
１
）基
金
積
立
金

（
２
）幼
稚
園
教
諭
派
遣
事
業

（
３
）環
境
衛
生
事
業

（
４
）パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
施
設
管
理

　
　
事
業

（
５
）村
道
27
号
線
カ
ー
ド
レ
ー
ル

　
　
改
修
事
業

（
６
）農
地
・
林
道
等
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
車
購
入
事
業

（
７
）ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
事
業

（
８
）堆
肥
生
産
施
設
整
備
事
業

（
9
）遊
具
及
び
運
動
器
具
設
置
事
業

（
10
）海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

（
11
）県
外
学
び
の
体
験
事
業

13
． 

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
、令
和
２
年
度
の
村

政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
、並
び
に
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、こ
れ
を
執
行
す
る
本
年
度
の

各
会
計
の
予
算
は
、次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、そ
の
諸
施
策
を
確
実
に

執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、最
大
限

の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
意
識
を
高
く
持

ち
、努
力
を
怠
ら
ず
、村
民
の
福
祉

と
生
活
向
上
に
向
け
取
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
議
会
を
は
じ
め
、村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

　

会　計　別　予　算
　　1,473,145千円

94,591千円
97,947千円
10,609千円
7,305千円

1,683,597千円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合　　計
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教
育
長

　上

　原

　雅

　志

教
育
長

　上

　原

　雅

　志

　
４
月
30
日
に
１
期
が
終
了
し
、５

月
１
日
付
け
で
再
任
の
拝
命
を
う
け
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
１
期
目
は
第
１
０
０
回
水
上
運
動

会
事
業
等
に
お
い
て
、村
民
及
び
郷

友
会
・
村
出
身
者
等
、多
く
の
方
々
に

ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
期
目
は
子
ど
も
た
ち
を
初
め
村

民
の「
井
の
中
の
蛙
」か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
る

等
、世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成

と
島
づ
く
り
・
村
興
し
に
つ
な
が
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
私
は
小
学
校
５
年
生
ま
で
渡
名
喜

で
過
ご
し
６
年
生
に
な
る
時
、転
校

し
て
い
き
ま
し
た
。
50
ト
ン
ほ
ど
の

渡
名
喜
丸
に
乗
り
、`

〝
ふ
る
さ
と
〞

（
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、小
鮒
釣
り

し
か
の
川
、夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
、忘

れ
が
た
き
ふ
る
さ
と
　
志
を
果
た
し

て
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
・・
）を
歌

い
な
が
ら
、島
影
が
ど
ん
ど
ん
小
さ

く
な
っ
て
い
く
光
景
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
何
故
、〝
ふ
る
さ

と
〞
を
口
ず
さ
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
と

時
々
考
え
た
り
し
ま
し
た
。

　
10
年
ほ
ど
前
、島
の
学
校
に
務
め

た
と
き
、幼
少
の
頃
に
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
が
ご
健
在
で
40
余
年
前
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
懐
か
し
さ
が

込
み
上
げ
て
来
ま
し
た
。
学
校
行
事

や
学
校
運
営
に
沢
山
応
援
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、教
育
長
と
し
て
務

め
始
め
る
と
、ご
健
在
で
あ
っ
た

方
々
が
次
第
に
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま

い
寂
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
島
で
の

日
々
の
生
活
を
通
し
て
、幼
少
の
頃

に
可
愛
が
ら
れ
大
事
に
さ
れ
た
思
い

が
次
第
に
大
き
く
な
り
、〝
ふ
る
さ

と
〞
を
口
ず
さ
ん
だ
の
は
、島
で
可

愛
が
ら
れ
大
事
に
さ
れ
た
か
ら
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　
幼
少
の
頃
に
抱
い
た
気
持
ち
や
思

い
は
人
間
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

る
と
考
え
、遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
方
々
に
代
わ
り
、今
度
は
私
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
を
可
愛
が
り
育
て
て

い
く
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
教
育
行
政
と
し
ま
し
て
は
、村
民

一
人
一
人
の
生
活
に
潤
い
が
持
て
る

よ
う
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
教
室

の
推
進
等
、生
涯
学
習
環
境
づ
く
り

に
努
め
活
気
の
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、村
民
に
よ
る

朝
起
き
会
の
企
画
・
運
営
・
推
進
な
ど
、

島
の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
に
係
わ
る

場
づ
く
り
等
、社
会
教
育
の
充
実
を

図
り
子
ど
も
た
ち
が
自
分
は
自
分
で

良
い
と
い
う
自
尊
感
情
の
醸
成
と
島

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
抱
け
る
よ
う
に

教
育
行
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
で
自
己

を
発
揮
し
世
界
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
と
明
日
の
渡
名
喜
島
を
創
り
育

て
る
人
材
づ
く
り
に
向
け
、「
人
材
を

も
っ
て
資
源
と
な
す
」こ
と
を
教
育

行
政
の
根
幹
に
据
え
、村
民
皆
様
と

共
に
心
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
挨
拶
（
２
期
目
）

就
任
挨
拶
（
２
期
目
）

総　務　課
課　　長　又吉　　栄　課の統括
係　　長　比嘉　宏明　固定資産税・消防防災　
　　　　　　　　　　　　情報管理
主　　任　桃原　和也　財政事務
主　　任　桃原　大起　人事給与・広報
主　　任　比嘉　淳一　企画事務
主　　事　大城　斉子　戸籍・統計事務・住民基本台帳
主　　事　渡口　智文　住民税・税務係

会　計　課
会計管理者兼課長　
　　　　渡口　　学　課の統括
主　　事　比嘉　和也　出納事務・選挙管理委員会

令和2年４月１日付令和2年度渡名喜村役場事務分掌

議会事務局
局　　長　比嘉　秀正　事務局の統括・議事関係事務

教育委員会
課　　長　南風原功夫　課の統括　　　　　
課長補佐　比嘉　　朗　社会教育
主　　事　南風原かおる　学校教育　　　　
主幹教諭　中村　友江　幼稚園教諭
会計年度任用職員
　　　　　又吉　　恵　幼稚園教諭補助

民　生　課
課　　長　又吉　　守　課の統括
課長補佐　桃原　　聡　水道事業・民生委員
主　　任　德元　康志　国民健康保険・後期高齢医療
主　　任　桃原美土李　国民年金・援護・障害福祉
保 健 師　阿部　裕美　保健事業全般
会計年度任用職員保健師　
　　　　藏本　彩花
会計年度任用職員　
　　　　桃原さとみ　母子保健
児童福祉・介護保険・生活保護・老人福祉
会計年度任用職員　
　　　　　亀谷　　聖　環境衛生・狂犬病等

経　済　課
課　　長　上原　貞則　課の統括
主　　任　渡口　幸太　農業・畜産・農業委員会
　　　　　　　　　　　　耕作放棄地対策協議会
主　　事　比嘉　宏樹　下水道事業・林務・防衛調整交付金
主　　事　桃原　　望　商工観光
会計年度任用職員
　　　　　渡口　泰章　水産・土木・建築

渡名喜村役場
人事報告

定年退職定年退職
令和元年度令和元年度 令和元年度３月３１日に退職辞令交付されました。

長年の勤務お疲れ様でした。

退職者　桃 原 さとみ（勤続17年）

民 生 課　
一般事務　

桃 原  さとみ

民 生 課　
保健師業務

藏 本  彩 花

民 生 課　
一般事務　

亀  谷  　聖

経 済 課　
一般事務　

渡 口  泰 章

教育委員会
幼稚園教諭

又  吉  　恵

令和２年度会計年度任用職員の紹介
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教
育
長

　上

　原

　雅

　志

教
育
長

　上

　原

　雅

　志

　
４
月
30
日
に
１
期
が
終
了
し
、５

月
１
日
付
け
で
再
任
の
拝
命
を
う
け
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
１
期
目
は
第
１
０
０
回
水
上
運
動

会
事
業
等
に
お
い
て
、村
民
及
び
郷

友
会
・
村
出
身
者
等
、多
く
の
方
々
に

ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
期
目
は
子
ど
も
た
ち
を
初
め
村

民
の「
井
の
中
の
蛙
」か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
る

等
、世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成

と
島
づ
く
り
・
村
興
し
に
つ
な
が
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
私
は
小
学
校
５
年
生
ま
で
渡
名
喜

で
過
ご
し
６
年
生
に
な
る
時
、転
校

し
て
い
き
ま
し
た
。
50
ト
ン
ほ
ど
の

渡
名
喜
丸
に
乗
り
、`

〝
ふ
る
さ
と
〞

（
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、小
鮒
釣
り

し
か
の
川
、夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
、忘

れ
が
た
き
ふ
る
さ
と
　
志
を
果
た
し

て
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
・・
）を
歌

い
な
が
ら
、島
影
が
ど
ん
ど
ん
小
さ

く
な
っ
て
い
く
光
景
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
何
故
、〝
ふ
る
さ

と
〞
を
口
ず
さ
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
と

時
々
考
え
た
り
し
ま
し
た
。

　
10
年
ほ
ど
前
、島
の
学
校
に
務
め

た
と
き
、幼
少
の
頃
に
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
が
ご
健
在
で
40
余
年
前
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
懐
か
し
さ
が

込
み
上
げ
て
来
ま
し
た
。
学
校
行
事

や
学
校
運
営
に
沢
山
応
援
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、教
育
長
と
し
て
務

め
始
め
る
と
、ご
健
在
で
あ
っ
た

方
々
が
次
第
に
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま

い
寂
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
島
で
の

日
々
の
生
活
を
通
し
て
、幼
少
の
頃

に
可
愛
が
ら
れ
大
事
に
さ
れ
た
思
い

が
次
第
に
大
き
く
な
り
、〝
ふ
る
さ

と
〞
を
口
ず
さ
ん
だ
の
は
、島
で
可

愛
が
ら
れ
大
事
に
さ
れ
た
か
ら
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　
幼
少
の
頃
に
抱
い
た
気
持
ち
や
思

い
は
人
間
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

る
と
考
え
、遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
方
々
に
代
わ
り
、今
度
は
私
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
を
可
愛
が
り
育
て
て

い
く
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
教
育
行
政
と
し
ま
し
て
は
、村
民

一
人
一
人
の
生
活
に
潤
い
が
持
て
る

よ
う
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
教
室

の
推
進
等
、生
涯
学
習
環
境
づ
く
り

に
努
め
活
気
の
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、村
民
に
よ
る

朝
起
き
会
の
企
画
・
運
営
・
推
進
な
ど
、

島
の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
に
係
わ
る

場
づ
く
り
等
、社
会
教
育
の
充
実
を

図
り
子
ど
も
た
ち
が
自
分
は
自
分
で

良
い
と
い
う
自
尊
感
情
の
醸
成
と
島

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
抱
け
る
よ
う
に

教
育
行
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
で
自
己

を
発
揮
し
世
界
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
と
明
日
の
渡
名
喜
島
を
創
り
育

て
る
人
材
づ
く
り
に
向
け
、「
人
材
を

も
っ
て
資
源
と
な
す
」こ
と
を
教
育

行
政
の
根
幹
に
据
え
、村
民
皆
様
と

共
に
心
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
挨
拶
（
２
期
目
）

就
任
挨
拶
（
２
期
目
）

総　務　課
課　　長　又吉　　栄　課の統括
係　　長　比嘉　宏明　固定資産税・消防防災　
　　　　　　　　　　　　情報管理
主　　任　桃原　和也　財政事務
主　　任　桃原　大起　人事給与・広報
主　　任　比嘉　淳一　企画事務
主　　事　大城　斉子　戸籍・統計事務・住民基本台帳
主　　事　渡口　智文　住民税・税務係

会　計　課
会計管理者兼課長　
　　　　渡口　　学　課の統括
主　　事　比嘉　和也　出納事務・選挙管理委員会

令和2年４月１日付令和2年度渡名喜村役場事務分掌

議会事務局
局　　長　比嘉　秀正　事務局の統括・議事関係事務

教育委員会
課　　長　南風原功夫　課の統括　　　　　
課長補佐　比嘉　　朗　社会教育
主　　事　南風原かおる　学校教育　　　　
主幹教諭　中村　友江　幼稚園教諭
会計年度任用職員
　　　　　又吉　　恵　幼稚園教諭補助

民　生　課
課　　長　又吉　　守　課の統括
課長補佐　桃原　　聡　水道事業・民生委員
主　　任　德元　康志　国民健康保険・後期高齢医療
主　　任　桃原美土李　国民年金・援護・障害福祉
保 健 師　阿部　裕美　保健事業全般
会計年度任用職員保健師　
　　　　藏本　彩花
会計年度任用職員　
　　　　桃原さとみ　母子保健
児童福祉・介護保険・生活保護・老人福祉
会計年度任用職員　
　　　　　亀谷　　聖　環境衛生・狂犬病等

経　済　課
課　　長　上原　貞則　課の統括
主　　任　渡口　幸太　農業・畜産・農業委員会
　　　　　　　　　　　　耕作放棄地対策協議会
主　　事　比嘉　宏樹　下水道事業・林務・防衛調整交付金
主　　事　桃原　　望　商工観光
会計年度任用職員
　　　　　渡口　泰章　水産・土木・建築

渡名喜村役場
人事報告

定年退職定年退職
令和元年度令和元年度 令和元年度３月３１日に退職辞令交付されました。

長年の勤務お疲れ様でした。

退職者　桃 原 さとみ（勤続17年）

民 生 課　
一般事務　

桃 原  さとみ

民 生 課　
保健師業務

藏 本  彩 花

民 生 課　
一般事務　

亀  谷  　聖

経 済 課　
一般事務　

渡 口  泰 章

教育委員会
幼稚園教諭

又  吉  　恵

令和２年度会計年度任用職員の紹介
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議会費

総務費

72,551千円

39,065千円
2,071千円

1,512千円
1,350千円

平成30年度  決算状況の公表
1. 平成30年度一般会計決算額

2. 平成30年度一般会計決算額

　平成30年度一般会計の歳入決算額は、12億1,634万1千円で前年度比1億7,350万8千円の増加となりまし
た。歳出の決算額は10億4,245万6千円で、前年度比2億6,321万8千円の減少となりました。歳入から歳出を
差し引くと、1億7,388万5千円の黒字決算となり、このうち翌年度に繰り越すべき財源1千439万9千円を差し引
いた実質収支は、1億5,948万6千円となりました。

3. 平成30年度の主な事業

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 実質収支翌年度に繰り越すべき財源
 1,216,341 1,042,456 173,885 14,399 159,486

単位：千円

単位：千円

平成30年度

歳出科目（目的別）
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費

3.3%
26.9%
10.8%
24.5%
0.0%
6.8%
10.6%
0.6%
2.3%
7.9%
6.3%

100%

構成比金　額

歳出合計

民生費

  11,796千円
   9,072千円

4,141千円
1,948千円
11,612千円
8,013千円
3,596千円
1,209千円
414千円
3,013千円

337千円

村社会福祉協議会補助金 
渡名喜村多目的拠点施設
備品購入費
介護サービス事業費
地域支援事業実施委託料 
障害福祉サービス費
介護給付負担金 
要介護認定に係る負担金
地域支援事業に係る負担金
地域包括支援システム保守委託費
こども医療費助成現物支給
対応システム改修費
介護予防支援事業委託料

衛生費

 1,435千円
600千円
155千円
410千円

住民健診、がん検診等委託料
予防接種事業
妊婦健診
乳幼児健診

6,632

0.3%

0.6%

34,781
280,222
112,425
255,700

0
70,863
110,508
6,240
23,561
82,490
65,666

1,042,456

歳出科目（性質別）
人件費
物件費
扶助費
補助費等
公債費
積立金
繰出金
投資的経費
その他

20.5%
27.0%
2.2%
4.5%
6.3%
10.9%
6.9%
21.7%
0.0%

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

100%

構成比金　額

歳出合計

213,860
280,911
23,095
47,338
65,666
113,477
71,448
226,664

0
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

1,042,459

歳入科目
村　税
地方贈与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税

分担金及び負担金
使用料
手数料
国庫支出金

     
県支出金
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
地方債

2.0%
0.2%
0.0%
0.0%
0.0%
0.6%
0.1%
0.0%
43.4%
0.1%

  
14.8%

  
10.7%
1.2%
0.2%
1.5%
6.9%
1.3%
16.4%
100%

構成比金　額

歳入合計

24,748
2,309
23
38
34

6,687
673
0

527,253
812
2,962
335

179,738

   
129,560
14,397
2,038
18,033
84,175
16,240
199,654
1,216,341

渡名喜村特定防衛施設周辺整備　　　
調整交付金事業基金積立金
財政調整基金積立
統一的基準に伴う財務書類
作成業務委託費
公共施設総合管理計画保守業務委託費
カーフェリーターミナル耐力度調査　
委託業務

国有提供施設等
所在市町村助成交付金

①一般会計･･･福祉や教育、道路整備、議会運営などを行うための基本的な経費の会計です。

4. 用語解説ほか

歳入の区分 内　　　　　　容
村民税、固定資産税、軽自動車税など村に納付された税金
国による地方への財源
村が国や県に代わって行う事業や公益性の高い事業に、国や県から交付されたお金
一会計年度から翌年度に持ち越された余りのお金
事業を行うために、村が国や関係機関から借り入れたお金

村 税
地 方 交 付 税
国・県支出金
繰 越 金
村 債

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 収　支　額
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

歳出の区分 内　　　　　　容
議会運営のために使ったお金
村の総括的な事務や事業に使ったお金
高齢者、障がい者、児童などの福祉事業に使ったお金 
保健衛生、ごみ収集処理に使ったお金
失業対策などに使ったお金
農林水産業の振興などに使ったお金
商工振興などに使ったお金
道路などに使ったお金
防災、救急活動などに使ったお金
学校運営費用や図書館、文化財の保護などに使ったお金
村の借金返済に使ったお金

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費

②特別会計･･･特定の事業を行うために一般会計と区別して処理する会計です。 単位：千円

87,324
7,512

74,807
6672

12,517
840

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 収　支　額
60,238
11,018

40,225
10,645

14,836
373

簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業

③企業会計･･･地方公営企業法の適用をせず、地方自治法、地方財政法等の適用を受ける事業

 

単位：千円

農林水
産業費

土木費

  2,159千円
443千円
8,024千円
300千円
550千円

肥料撒きトラクター購入費
業務用冷蔵庫購入費
離島漁業再生支援交付金
海神祭運営補助金  
多目的活動施設自動火災報知設備
受信機取替工事

  1,051千円
345千円

海浜浄化人夫賃金
多用途住宅清掃作業員賃金

教育費

 628千円
1,463千円
2,160千円
403千円
227千円
100千円

小学校各種大会派遣費
中学校各種大会派遣費
離島高校生修学支援費
修学旅行費（小学校）
栄養価計算システム購入費
小中学校PTA補助金

 7,322千円
3,748千円

   2,916千円

97千円

商工費

消防費

急患搬送車購入費
J-ALERT4 更新事業委託費
J-ALERT4 更新事業委託費
（自動起動機）
ヘリポート吹流し購入費

環境保全・美化推進事業費
観光振興整備事業実施設計業務委託費
観光案内所建築工事（観光振興整備事業） 
環境衛生車等車庫解体工事費

5,096千円
3,552千円
8,100千円

158,976千円

    

環境保全・美化推進事業費
海岸漂着物対策事業委託費
リサイクルセンター基本設計及び
実施設計業務委託費
ごみ焼却施設解体工事費

15,980千円
9,720千円
55,032千円
7,970千円

衛生費
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議会費

総務費

72,551千円

39,065千円
2,071千円

1,512千円
1,350千円

平成30年度  決算状況の公表
1. 平成30年度一般会計決算額

2. 平成30年度一般会計決算額

　平成30年度一般会計の歳入決算額は、12億1,634万1千円で前年度比1億7,350万8千円の増加となりまし
た。歳出の決算額は10億4,245万6千円で、前年度比2億6,321万8千円の減少となりました。歳入から歳出を
差し引くと、1億7,388万5千円の黒字決算となり、このうち翌年度に繰り越すべき財源1千439万9千円を差し引
いた実質収支は、1億5,948万6千円となりました。

3. 平成30年度の主な事業

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 実質収支翌年度に繰り越すべき財源
 1,216,341 1,042,456 173,885 14,399 159,486

単位：千円

単位：千円

平成30年度

歳出科目（目的別）
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費

3.3%
26.9%
10.8%
24.5%
0.0%
6.8%
10.6%
0.6%
2.3%
7.9%
6.3%

100%

構成比金　額

歳出合計

民生費

  11,796千円
   9,072千円

4,141千円
1,948千円
11,612千円
8,013千円
3,596千円
1,209千円
414千円
3,013千円

337千円

村社会福祉協議会補助金 
渡名喜村多目的拠点施設
備品購入費
介護サービス事業費
地域支援事業実施委託料 
障害福祉サービス費
介護給付負担金 
要介護認定に係る負担金
地域支援事業に係る負担金
地域包括支援システム保守委託費
こども医療費助成現物支給
対応システム改修費
介護予防支援事業委託料

衛生費

 1,435千円
600千円
155千円
410千円

住民健診、がん検診等委託料
予防接種事業
妊婦健診
乳幼児健診

6,632

0.3%

0.6%

34,781
280,222
112,425
255,700

0
70,863
110,508
6,240
23,561
82,490
65,666

1,042,456

歳出科目（性質別）
人件費
物件費
扶助費
補助費等
公債費
積立金
繰出金
投資的経費
その他

20.5%
27.0%
2.2%
4.5%
6.3%
10.9%
6.9%
21.7%
0.0%

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

100%

構成比金　額

歳出合計

213,860
280,911
23,095
47,338
65,666
113,477
71,448
226,664

0
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

1,042,459

歳入科目
村　税
地方贈与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税

分担金及び負担金
使用料
手数料
国庫支出金

     
県支出金
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
地方債

2.0%
0.2%
0.0%
0.0%
0.0%
0.6%
0.1%
0.0%
43.4%
0.1%

  
14.8%

  
10.7%
1.2%
0.2%
1.5%
6.9%
1.3%
16.4%
100%

構成比金　額

歳入合計

24,748
2,309
23
38
34

6,687
673
0

527,253
812
2,962
335

179,738

   
129,560
14,397
2,038
18,033
84,175
16,240
199,654
1,216,341

渡名喜村特定防衛施設周辺整備　　　
調整交付金事業基金積立金
財政調整基金積立
統一的基準に伴う財務書類
作成業務委託費
公共施設総合管理計画保守業務委託費
カーフェリーターミナル耐力度調査　
委託業務

国有提供施設等
所在市町村助成交付金

①一般会計･･･福祉や教育、道路整備、議会運営などを行うための基本的な経費の会計です。

4. 用語解説ほか

歳入の区分 内　　　　　　容
村民税、固定資産税、軽自動車税など村に納付された税金
国による地方への財源
村が国や県に代わって行う事業や公益性の高い事業に、国や県から交付されたお金
一会計年度から翌年度に持ち越された余りのお金
事業を行うために、村が国や関係機関から借り入れたお金

村 税
地 方 交 付 税
国・県支出金
繰 越 金
村 債

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 収　支　額
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

歳出の区分 内　　　　　　容
議会運営のために使ったお金
村の総括的な事務や事業に使ったお金
高齢者、障がい者、児童などの福祉事業に使ったお金 
保健衛生、ごみ収集処理に使ったお金
失業対策などに使ったお金
農林水産業の振興などに使ったお金
商工振興などに使ったお金
道路などに使ったお金
防災、救急活動などに使ったお金
学校運営費用や図書館、文化財の保護などに使ったお金
村の借金返済に使ったお金

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費

②特別会計･･･特定の事業を行うために一般会計と区別して処理する会計です。 単位：千円

87,324
7,512

74,807
6672

12,517
840

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 収　支　額
60,238
11,018

40,225
10,645

14,836
373

簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業

③企業会計･･･地方公営企業法の適用をせず、地方自治法、地方財政法等の適用を受ける事業

 

単位：千円

農林水
産業費

土木費

  2,159千円
443千円
8,024千円
300千円
550千円

肥料撒きトラクター購入費
業務用冷蔵庫購入費
離島漁業再生支援交付金
海神祭運営補助金  
多目的活動施設自動火災報知設備
受信機取替工事

  1,051千円
345千円

海浜浄化人夫賃金
多用途住宅清掃作業員賃金

教育費

 628千円
1,463千円
2,160千円
403千円
227千円
100千円

小学校各種大会派遣費
中学校各種大会派遣費
離島高校生修学支援費
修学旅行費（小学校）
栄養価計算システム購入費
小中学校PTA補助金

 7,322千円
3,748千円

   2,916千円

97千円

商工費

消防費

急患搬送車購入費
J-ALERT4 更新事業委託費
J-ALERT4 更新事業委託費
（自動起動機）
ヘリポート吹流し購入費

環境保全・美化推進事業費
観光振興整備事業実施設計業務委託費
観光案内所建築工事（観光振興整備事業） 
環境衛生車等車庫解体工事費

5,096千円
3,552千円
8,100千円

158,976千円

    

環境保全・美化推進事業費
海岸漂着物対策事業委託費
リサイクルセンター基本設計及び
実施設計業務委託費
ごみ焼却施設解体工事費

15,980千円
9,720千円
55,032千円
7,970千円

衛生費
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平成30年度 決算に基づく財政健全化判断比率等の公表

①渡名喜村の健全化判断比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率が0.0%以下の場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない
　場合は“－”で表示。

　平成19年6月に市町村の財政の「早期健全化や公営企業の経営の健全化」などを目的に「地方公共団体の財政
の健全化に関する法律」が公布されました。この法律では、すべての都道府県や市町村が財政健全化判断比率や
資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、住民（村民）の皆さんに公表することにな
っております。
　平成30年度の渡名喜村の財政健全化判断比率と資金不足比率については下記のとおりです。

区　　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

※資金不足比率が0.0％以下の場合は“－”で表示。

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

－
－
9.5
－

15.00
20.00
25.00
350.00

20.00
35.00
35.00

②公営企業会計の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

－  
－  

20.00
20.00

■用語の意味           
　実質赤字比率・・・一般会計等の赤字の状況を表す指標 
　連結実質赤字比率・一般会計等に簡易水道や農業集落排水などの会計を加えた全会計の赤字の状況を表す指標
　実質公債費比率・・地方債(村の借金)の単年度返済額の負担の重さを表す指標
　将来負担比率・・・地方債の残高や公社・第三セクターにかかる債務など、将来負担しなければならない負担の大きさを表す指標
　資金不足比率・・・公営企業ごとの赤字の状況を表す指標

５．村民1人あたりの村税負担額・使われたお金

④基金（預金等）及び地方債現在高（借金）の状況事業

基 金 等 合 計

    95,031円
  765,635円
  307,171円
  698,633円

  0円
 193,614円

令和元年5月末人口：366人

●村民1人あたりの村税負担額　67,618円　
  36,172円
22,784円
 2,539円
 6,123円

村　民　税
固定資産税
軽自動車税
村たばこ税

●村民1人あたりに使われたお金　2,848,240円
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費

  301,935円
  17,050円
  64,374円
  225,382円
  179,416円

商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
公　債　費

単位：千円
会　計　名 平成29年度末残高 平成30年度末残高 増　減　額

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
一 般 会 計 目 的 基 金
土 地 開 発 基 金
産 業 育 成 貸 付 基 金
国 民 健 康 保 険 基 金
簡 易 水 道 事 業 積 立 基 金
農 業 集 落 排 水 事 業 基 金

375,705
1,722
42,037
28,209
32,589
10,915

11
2,830

494,018

396,737
1,722

116,449
28,209
32,712
10,915

11
2,830

589,585

21,032
0

74,412
0

123
0
0
0

95,567

渡名喜村の算定結果

福岡ソフトバンクホークス
アースウィング（株）
アート技研（株）
（有）あい技建
（株）協和建設コンサルタント
（株）シビルエンジニアリング
（株）南伸
（株）沖縄土木設計コンサルタント
沖縄ベンダーサービス（株）

東　浜　　　巨
羽　地　万寿雄
竹　富　光　秀
伊 良 波　　 勇
山　城　　　治
松　川　　　靖
久　米　仁　司
比　嘉　　　敦
我那覇　生　善

　令和２年４月２８日に、福岡ソフトバンクホークスの東浜巨（投手）選手から渡
名喜幼小中学校・村民へコロナウイルス感染対策のためのマスクが寄贈されま
した。その他、下記のとおり各社からマスクや消毒液が本村に寄贈されました。

会　社　名 代　表　者

　
こ
ん
に
ち
は
　
富
名
腰
朝
史（
ふ

な
こ
し
と
も
ふ
み
）で
す
。

　
沖
縄
県
南
城
市
出
身
で
す
。
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
日
々
で
す

が
、落
ち
着
い
た
ら
庭
に
野
菜
を
植

え
た
り
、釣
り（
初
心
者
）を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
　
富
名
腰
朝
史（
ふ

な
こ
し
と
も
ふ
み
）で
す
。

　
沖
縄
県
南
城
市
出
身
で
す
。
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
日
々
で
す

が
、落
ち
着
い
た
ら
庭
に
野
菜
を
植

え
た
り
、釣
り（
初
心
者
）を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
火
曜
日
午
後
は

「
休
診
」扱
い
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
予
期
せ
ぬ
体
調
不
良

の
際
は
受
診
可
能
で
す
の
で

診
療
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
火
曜
日
午
後
は

「
休
診
」扱
い
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
予
期
せ
ぬ
体
調
不
良

の
際
は
受
診
可
能
で
す
の
で

診
療
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

医
師
紹
介

医
師
紹
介

診
療
所
よ
り

コロナウイルス感染対策における
寄贈マスクについて
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平成30年度 決算に基づく財政健全化判断比率等の公表

①渡名喜村の健全化判断比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率が0.0%以下の場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない
　場合は“－”で表示。

　平成19年6月に市町村の財政の「早期健全化や公営企業の経営の健全化」などを目的に「地方公共団体の財政
の健全化に関する法律」が公布されました。この法律では、すべての都道府県や市町村が財政健全化判断比率や
資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、住民（村民）の皆さんに公表することにな
っております。
　平成30年度の渡名喜村の財政健全化判断比率と資金不足比率については下記のとおりです。

区　　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

※資金不足比率が0.0％以下の場合は“－”で表示。

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

－
－
9.5
－

15.00
20.00
25.00
350.00

20.00
35.00
35.00

②公営企業会計の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

－  
－  

20.00
20.00

■用語の意味           
　実質赤字比率・・・一般会計等の赤字の状況を表す指標 
　連結実質赤字比率・一般会計等に簡易水道や農業集落排水などの会計を加えた全会計の赤字の状況を表す指標
　実質公債費比率・・地方債(村の借金)の単年度返済額の負担の重さを表す指標
　将来負担比率・・・地方債の残高や公社・第三セクターにかかる債務など、将来負担しなければならない負担の大きさを表す指標
　資金不足比率・・・公営企業ごとの赤字の状況を表す指標

５．村民1人あたりの村税負担額・使われたお金

④基金（預金等）及び地方債現在高（借金）の状況事業

基 金 等 合 計

    95,031円
  765,635円
  307,171円
  698,633円

  0円
 193,614円

令和元年5月末人口：366人

●村民1人あたりの村税負担額　67,618円　
  36,172円
22,784円
 2,539円
 6,123円

村　民　税
固定資産税
軽自動車税
村たばこ税

●村民1人あたりに使われたお金　2,848,240円
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費

  301,935円
  17,050円
  64,374円
  225,382円
  179,416円

商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
公　債　費

単位：千円
会　計　名 平成29年度末残高 平成30年度末残高 増　減　額

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
一 般 会 計 目 的 基 金
土 地 開 発 基 金
産 業 育 成 貸 付 基 金
国 民 健 康 保 険 基 金
簡 易 水 道 事 業 積 立 基 金
農 業 集 落 排 水 事 業 基 金

375,705
1,722
42,037
28,209
32,589
10,915

11
2,830

494,018

396,737
1,722

116,449
28,209
32,712
10,915

11
2,830

589,585

21,032
0

74,412
0

123
0
0
0

95,567

渡名喜村の算定結果

福岡ソフトバンクホークス
アースウィング（株）
アート技研（株）
（有）あい技建
（株）協和建設コンサルタント
（株）シビルエンジニアリング
（株）南伸
（株）沖縄土木設計コンサルタント
沖縄ベンダーサービス（株）

東　浜　　　巨
羽　地　万寿雄
竹　富　光　秀
伊 良 波　　 勇
山　城　　　治
松　川　　　靖
久　米　仁　司
比　嘉　　　敦
我那覇　生　善

　令和２年４月２８日に、福岡ソフトバンクホークスの東浜巨（投手）選手から渡
名喜幼小中学校・村民へコロナウイルス感染対策のためのマスクが寄贈されま
した。その他、下記のとおり各社からマスクや消毒液が本村に寄贈されました。

会　社　名 代　表　者

　
こ
ん
に
ち
は
　
富
名
腰
朝
史（
ふ

な
こ
し
と
も
ふ
み
）で
す
。

　
沖
縄
県
南
城
市
出
身
で
す
。
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
日
々
で
す

が
、落
ち
着
い
た
ら
庭
に
野
菜
を
植

え
た
り
、釣
り（
初
心
者
）を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
　
富
名
腰
朝
史（
ふ

な
こ
し
と
も
ふ
み
）で
す
。

　
沖
縄
県
南
城
市
出
身
で
す
。
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
日
々
で
す

が
、落
ち
着
い
た
ら
庭
に
野
菜
を
植

え
た
り
、釣
り（
初
心
者
）を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
火
曜
日
午
後
は

「
休
診
」扱
い
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
予
期
せ
ぬ
体
調
不
良

の
際
は
受
診
可
能
で
す
の
で

診
療
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
火
曜
日
午
後
は

「
休
診
」扱
い
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
予
期
せ
ぬ
体
調
不
良

の
際
は
受
診
可
能
で
す
の
で

診
療
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

医
師
紹
介

医
師
紹
介

診
療
所
よ
り

コロナウイルス感染対策における
寄贈マスクについて
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上
原
林
吉
氏
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
１
０
０
万
円
、学
校

の
要
望
し
て
い
た
一
輪
車（
子
ど
も
た
ち
の

運
動
と
遊
ぶ
道
具
）の
購
入
代
金
と
し
て
20

万
を
寄
贈
し
た
。

　
3
月
24
日（
火
）、学
校
体
育
館
に

お
い
て
全
幼
児
児
童
生
徒
の
前
で
、

上
原
林
吉
氏
か
ら
生
徒
会
長
の
比
嘉

優
菜
さ
ん
と
校
長
先
生
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。

　
林
吉
氏
は
子
ど
も
た
ち
に「
一
生

懸
命
勉
強
し
、皆
さ
ん
全
員
が
お
医

者
さ
ん
に
な
っ
て
欲
し
い
。そ
し
て
、

渡
名
喜
の
老
人
の
方
々
や
村
民
の

健
康
を
守
っ
て
欲
し
い
。」と
話
し
、

「
本
島
の
子
ど
も
た
ち
に
負
け
る
な

よ
。」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。　

　
林
吉
氏
は
小
さ
い
頃
、親
戚
の
方

の
病
気
に
接
し
、大
人
に
な
っ
た
ら

医
者
に
な
ろ
う
と
決
心
し
猛
勉
強

し
た
。し
か
し
、経
済
的
な
事
由
に

よ
り
医
者
に
な
る
こ
と
を
断
念
し

た
。そ
こ
で
、ト
ラ
ッ
ク
を
1
台
購

入
し
運
送
会
社
を
始
め
、今
で
は
大
型
ト
ラ

ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
を
何
十
台
も
所
有
す
る

運
送
会
社
に
ま
で
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来

た
。小
さ
い
頃
の
医
者
に
な
る
思
い
が
達
成
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原
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０
０
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ん
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方
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村
民
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健
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て
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い
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「
本
島
の
子
ど
も
た
ち
に
負
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る
な

よ
。」と
エ
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ル
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送
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た
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林
吉
氏
は
小
さ
い
頃
、親
戚
の
方

の
病
気
に
接
し
、大
人
に
な
っ
た
ら

医
者
に
な
ろ
う
と
決
心
し
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勉
強

し
た
。し
か
し
、経
済
的
な
事
由
に

よ
り
医
者
に
な
る
こ
と
を
断
念
し

た
。そ
こ
で
、ト
ラ
ッ
ク
を
1
台
購

入
し
運
送
会
社
を
始
め
、今
で
は
大
型
ト
ラ

ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
を
何
十
台
も
所
有
す
る

運
送
会
社
に
ま
で
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来

た
。小
さ
い
頃
の
医
者
に
な
る
思
い
が
達
成

出
来
な
か
っ
た
の
で
、自
分
の
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
託
し
、子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習
に

力
を
い
れ
る
と
と
も
に
塾
へ
も
通
わ
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、子
ど
も
2
人
が
医
者
に
な

っ
た
。

　
自
分
は
ふ
る
里「
渡
名
喜
島
」の
こ
と

を
一
度
も
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
。ふ
る

里
の
海
や
山
、父
・
母
、祖
父
母
、そ
し

て
島
の
人
々
の
お
陰
で
現
在
の
自
分
が

い
る
。い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
。だ
か

ら
、島
へ
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
、

島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

「
学
力
向
上
」に
活
用
し
て
欲
し
い
。

　
1
0
0
万
円
の
使
途
を
教
育
委
員
会

に
委
ね
、成
果
が
出
る
状
況
が
見
ら
れ

た
ら
寄
付
を
継
続
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
と
話
し
、島
の
子
ど
も
た
ち
の
学

力
の
向
上
及
び
健
全
な
成
長
に
大
き
な

希
望
を
抱
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、鯉
の
ぼ
り
や
鰹
の
ぼ

り
、そ
の
立
て
る
ポ
ー
ル
の
寄
贈
、そ

う
め
ん
流
し
台
等
、島
へ
多
く
の
ご
寄

贈
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。上
原

林
吉
氏
の
ご
芳
志
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く

成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
学
校
・
保
護
者
・
地
域

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。　
　（
教
育
長
　
上
原  

雅
志
）
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来
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子どもたちの学力の向上に
役立てと120万円

　
令
和
２
年
４
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
幼
小
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
歳
児
１
人
が
幼
稚
園
に

入
園
、中
学
校
に
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
幼
小
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
歳
児
１
人
が
幼
稚
園
に

入
園
、中
学
校
に
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま
し
た
。

令和元年度 卒業式
～輝かしい未来への旅立・十五の春～

　
令
和
２
年
３
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
小
中
学

校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
小
学
生
３
人
、
中
学

生
１
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。
先
生
や
在
校
生
、

保
護
者
、村
民
な
ど
多
く
の
人
に
見
送
ら
れ
ま

し
た
。
学
校
生
活
の
思
い
出
を
胸
に
、
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

渡名喜小中学校

幼
稚
園
修
了
式　渡名喜幼稚園の修了式が令和２年３月７日に

行われました。

令
和
２
年
度

入
学
式

ご
入
学
・
入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

渡
名
喜
幼
小
中
学
校

ご卒業おめでとう

　　ございます！

 

２
月
７
日
に
、
体
重
２
，

8
5
4
ｇ
で
誕
生
し
ま
し
た
。

三
男
の
蒼
志
で
す
。
す
く
す

く
元
気
に
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
家
族
一
同
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
く

も
と

　あ
お

し

徳
元
蒼
志
く
ん

●
父
：
徳 

元 

康 

志

●
母
：
徳 

元 

歩 

美

２
月
７
日
生
ま
れ
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る
思
い
が
達
成

　
上
原
林
吉
氏
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
１
０
０
万
円
、学
校

の
要
望
し
て
い
た
一
輪
車（
子
ど
も
た
ち
の

運
動
と
遊
ぶ
道
具
）の
購
入
代
金
と
し
て
20

万
を
寄
贈
し
た
。

　
3
月
24
日（
火
）、学
校
体
育
館
に

お
い
て
全
幼
児
児
童
生
徒
の
前
で
、

上
原
林
吉
氏
か
ら
生
徒
会
長
の
比
嘉

優
菜
さ
ん
と
校
長
先
生
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。

　
林
吉
氏
は
子
ど
も
た
ち
に「
一
生

懸
命
勉
強
し
、皆
さ
ん
全
員
が
お
医

者
さ
ん
に
な
っ
て
欲
し
い
。そ
し
て
、

渡
名
喜
の
老
人
の
方
々
や
村
民
の

健
康
を
守
っ
て
欲
し
い
。」と
話
し
、

「
本
島
の
子
ど
も
た
ち
に
負
け
る
な

よ
。」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。　

　
林
吉
氏
は
小
さ
い
頃
、親
戚
の
方

の
病
気
に
接
し
、大
人
に
な
っ
た
ら

医
者
に
な
ろ
う
と
決
心
し
猛
勉
強

し
た
。し
か
し
、経
済
的
な
事
由
に

よ
り
医
者
に
な
る
こ
と
を
断
念
し

た
。そ
こ
で
、ト
ラ
ッ
ク
を
1
台
購

入
し
運
送
会
社
を
始
め
、今
で
は
大
型
ト
ラ

ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
を
何
十
台
も
所
有
す
る

運
送
会
社
に
ま
で
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来

た
。小
さ
い
頃
の
医
者
に
な
る
思
い
が
達
成

出
来
な
か
っ
た
の
で
、自
分
の
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
託
し
、子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習
に

力
を
い
れ
る
と
と
も
に
塾
へ
も
通
わ
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、子
ど
も
2
人
が
医
者
に
な

っ
た
。

　
自
分
は
ふ
る
里「
渡
名
喜
島
」の
こ
と

を
一
度
も
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
。ふ
る

里
の
海
や
山
、父
・
母
、祖
父
母
、そ
し

て
島
の
人
々
の
お
陰
で
現
在
の
自
分
が

い
る
。い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
。だ
か

ら
、島
へ
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
、

島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

「
学
力
向
上
」に
活
用
し
て
欲
し
い
。

　
1
0
0
万
円
の
使
途
を
教
育
委
員
会

に
委
ね
、成
果
が
出
る
状
況
が
見
ら
れ

た
ら
寄
付
を
継
続
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
と
話
し
、島
の
子
ど
も
た
ち
の
学

力
の
向
上
及
び
健
全
な
成
長
に
大
き
な

希
望
を
抱
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、鯉
の
ぼ
り
や
鰹
の
ぼ

り
、そ
の
立
て
る
ポ
ー
ル
の
寄
贈
、そ

う
め
ん
流
し
台
等
、島
へ
多
く
の
ご
寄

贈
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。上
原

林
吉
氏
の
ご
芳
志
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く

成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
学
校
・
保
護
者
・
地
域

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。　
　（
教
育
長
　
上
原  

雅
志
）
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来
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か
っ
た
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で
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の
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。
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い
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将
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の
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。

　
1
0
0
万
円
の
使
途
を
教
育
委
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会

に
委
ね
、成
果
が
出
る
状
況
が
見
ら
れ

た
ら
寄
付
を
継
続
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
と
話
し
、島
の
子
ど
も
た
ち
の
学

力
の
向
上
及
び
健
全
な
成
長
に
大
き
な

希
望
を
抱
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、鯉
の
ぼ
り
や
鰹
の
ぼ

り
、そ
の
立
て
る
ポ
ー
ル
の
寄
贈
、そ

う
め
ん
流
し
台
等
、島
へ
多
く
の
ご
寄

贈
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。上
原

林
吉
氏
の
ご
芳
志
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く

成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
学
校
・
保
護
者
・
地
域

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。　
　（
教
育
長
　
上
原  

雅
志
）

子どもたちの学力の向上に
役立てと120万円

　
令
和
２
年
４
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
幼
小
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
歳
児
１
人
が
幼
稚
園
に

入
園
、中
学
校
に
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
幼
小
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
歳
児
１
人
が
幼
稚
園
に

入
園
、中
学
校
に
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま
し
た
。

令和元年度 卒業式
～輝かしい未来への旅立・十五の春～

　
令
和
２
年
３
月
７
日
、渡
名
喜
村
立
小
中
学

校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
小
学
生
３
人
、
中
学

生
１
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。
先
生
や
在
校
生
、

保
護
者
、村
民
な
ど
多
く
の
人
に
見
送
ら
れ
ま

し
た
。
学
校
生
活
の
思
い
出
を
胸
に
、
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

渡名喜小中学校

幼
稚
園
修
了
式　渡名喜幼稚園の修了式が令和２年３月７日に

行われました。

令
和
２
年
度

入
学
式

ご
入
学
・
入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

渡
名
喜
幼
小
中
学
校

ご卒業おめでとう

　　ございます！

 

２
月
７
日
に
、
体
重
２
，

8
5
4
ｇ
で
誕
生
し
ま
し
た
。

三
男
の
蒼
志
で
す
。
す
く
す

く
元
気
に
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
家
族
一
同
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
く

も
と

　あ
お

し

徳
元
蒼
志
く
ん

●
父
：
徳 

元 

康 

志

●
母
：
徳 

元 

歩 

美

２
月
７
日
生
ま
れ
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 令和2年
　
令
和
２
年
１
月
１１
日

に
渡
名
喜
村
多
目
的
活
動
施

設
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、令
和
２

年
渡
名
喜
村
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 　

令
和
２
年
１
月
１１
日

に
渡
名
喜
村
多
目
的
活
動
施

設
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、令
和
２

年
渡
名
喜
村
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
該
当
者
３
名
の
う
ち
、こ
の

日
の
た
め
に
２
名
の
新
成
人
が

帰
島
し
、式
典
に
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
、渡
名
喜
小
中
学

校
児
童
生
徒
や
、新
成
人
の
保

護
者
、村
民
に
よ
る
余
興
等
が

行
わ
れ
、多
く
の
人
々
が
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

新
成
人
は
、大
人
と
し
て
の
新

し
い一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
該
当
者
３
名
の
う
ち
、こ
の

日
の
た
め
に
２
名
の
新
成
人
が

帰
島
し
、式
典
に
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
、渡
名
喜
小
中
学

校
児
童
生
徒
や
、新
成
人
の
保

護
者
、村
民
に
よ
る
余
興
等
が

行
わ
れ
、多
く
の
人
々
が
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

新
成
人
は
、大
人
と
し
て
の
新

し
い一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

渡
名
喜
村 

成
人
式

又 吉  立 裕 さん 中 里  拓 人 さん

ご成人おめでとうございます。

カチャーシー　カチャーシー　

村から記念品の贈呈村から記念品の贈呈

余興の様子余興の様子

余興の様子余興の様子

TONAKI
スポーツフェスタ2019

渡名喜幼小中学校
　

　渡名喜幼小中学校TONAKIスポーツフェスタ2019が、
10月26日（土）に開催されました。
　子どもたちのかけっこやリレーでの赤組、白組の応援合
戦や、PTAレクでは保護者の白熱した戦いが会場を沸かせ
ました。
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２
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の
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に
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の
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の
新
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余興の様子余興の様子
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TONAKI
スポーツフェスタ2019

渡名喜幼小中学校
　

　渡名喜幼小中学校TONAKIスポーツフェスタ2019が、
10月26日（土）に開催されました。
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戦や、PTAレクでは保護者の白熱した戦いが会場を沸かせ
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敬老会
　
令
和
元
年
度
敬
老
会
が
９
月
27
日

（
金
）多
目
的
活
動
施
設
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ア
イ
モ
コ
さ
ん
司
会
進
行
の
も
と
、

村
よ
り
対
象
者
７
５
名
、百
歳
２
名
、

米
寿
７
名
、カ
ジ
マ
ヤ
ー
１
名
の
方
々

に
対
し
祝
金
や
敬
老
年
金
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、玉
城
流
踊
い
飛
琉
に
よ
る

踊
り
や
照
屋
政
雄
に
よ
る
余
興
も
行

わ
れ
、締
め
の
カ
チ
ャ
シ
ー
は
こ
の
日

一番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、参
加
者

皆
で
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
敬
老
会
が
９
月
27
日

（
金
）多
目
的
活
動
施
設
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ア
イ
モ
コ
さ
ん
司
会
進
行
の
も
と
、

村
よ
り
対
象
者
７
５
名
、百
歳
２
名
、

米
寿
７
名
、カ
ジ
マ
ヤ
ー
１
名
の
方
々

に
対
し
祝
金
や
敬
老
年
金
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、玉
城
流
踊
い
飛
琉
に
よ
る

踊
り
や
照
屋
政
雄
に
よ
る
余
興
も
行

わ
れ
、締
め
の
カ
チ
ャ
シ
ー
は
こ
の
日

一番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、参
加
者

皆
で
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
渡
名
喜
村
消
防
団
の
出
初
め

式
が
、令
和
２
年
１
月
７
日
、村

内
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。村
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
栓
の
確

認
や
点
検
、放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。消
防
団
員
と
し
て
災
害

か
ら
地
域
を
守
る
決
意
を
新
た

に
し
、自
覚
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
渡
名
喜
村
消
防
団
の
出
初
め

式
が
、令
和
２
年
１
月
７
日
、村

内
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。村
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
栓
の
確

認
や
点
検
、放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。消
防
団
員
と
し
て
災
害

か
ら
地
域
を
守
る
決
意
を
新
た

に
し
、自
覚
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１１
月
１５
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
離
島
フ
ェ
ア
に
、村
か
ら
も

役
場
経
済
課
の
他
、渡
名
喜
村
漁
業

と
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
島

の
㏚
や
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　
ふ
く
ぎ
の
フ
ー
ち
ゃ
ん
も
会
場
内
で

渡
名
喜
島
の
㏚
を
行
い
、う
ち
わ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
渡
名
喜
の
ブ
ー
ス
は
す
べ
て
の
特

産
品
が
完
売
と
な
る
な
ど
、例
年
以

上
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
１１
月
１５
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
離
島
フ
ェ
ア
に
、村
か
ら
も

役
場
経
済
課
の
他
、渡
名
喜
村
漁
業

と
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
島

の
㏚
や
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　
ふ
く
ぎ
の
フ
ー
ち
ゃ
ん
も
会
場
内
で

渡
名
喜
島
の
㏚
を
行
い
、う
ち
わ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
渡
名
喜
の
ブ
ー
ス
は
す
べ
て
の
特

産
品
が
完
売
と
な
る
な
ど
、例
年
以

上
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
に『
体
育
の
日
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会  

２
０
１
９
』が
開
催
さ
れ
大
人
41
名
、子
供
9

名
合
計
50
名
の
参
加
者
が
集
り
、家
族
や
友
人
同
士
で
の

チ
ー
ム
で
コ
ー
ス
を
回
り
、賑
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９

体育の日

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

うちな～島の“じょーとーむん”が大集合！
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７
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マ
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役場からのお知らせ

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業は
下記の事業を実施いたしました。

令和元年度

　住民からの要望により、１日の家庭ごみの収集（月・水・金）を、午前・午後の２回収集することによっ
て、ごみの出し忘れや、帰村した方が午後にでもごみを出せる環境を整え、地域住民の生活環境の向
上を図っている。

収集実績：令和元年度実績（８月から２月まで）１４８日実施

燃やせるごみ

消防車両購入事業消防車両購入事業 乗用草刈機購入事業乗用草刈機購入事業

環境衛生施設維持運営事業環境衛生施設維持運営事業

燃やせないごみ 生ごみ
毎週月・水・金曜日は燃えるごみを収集、火・木曜日は燃えないごみを収集しています。

収 集 状 況

　集落内より収集したごみは、施設で焼却・プレスされ島外へ搬出処分を行い、生ごみは木くずと混
合・発酵させ肥料化し、公共施設等の植物の肥料として利用しております。

空き缶プレス焼却灰 肥料化

特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、購入しました。

広報となき2020・１月号のお詫びと訂正について

※表　 紙　【誤】「第101回水上運動会」 ⇒ 【正】「TONAKIスポーツフェスタ2019」
※4ページ　【誤】「となき祭り２０２０」 ⇒ 【正】「となき祭り２０１９」

広報となき2020・１月号「表紙」及び４ページのとなき祭りの記載に一部誤りがありました。
お詫びして下記のとおり訂正致します。

い
ま
す
。

　
人
間
の
発
育
に
お
い
て
、ゴ
ー
ル
デ
ン
エ

イ
ジ
と
呼
ば
れ
る
９
歳
か
ら
１２
歳
の
時
期

ま
で
に
は
、神
経
系
の
発
達
が
ほ
ぼ
完
成
に

近
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、幼
児

期
か
ら
小
学
校
ま
で
の
間
に
、

運
動
に
お
け
る
多
種
多
様
な

動
作
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
考
え
、今
回
、

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
で
登
り
棒
と

雲
梯
を
設
置
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

　
設
置
し
た
後
、ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、多
く
の
子

供
達
、保
護
者
、先
生
方
か
ら
、

「
設
置
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」、

「
体
育
の
授
業
で
活
用
し
て
い

る
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
」と
言
っ
た
評
価

を
貰
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、子
供
達
の
遊

ぶ
場
及
び
運
動
の
場
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

シ
ー
ソ
ー
や
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
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の
授
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る
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の
場
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用
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来
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、子
供
達
の
遊

ぶ
場
及
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運
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の
場
、コ
ミ
ュ

ニ
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ョ
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の
場
と
し
て

シ
ー
ソ
ー
や
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
幼
児
期
は
遊
び
を
通
し
て
生
涯
に
わ
た

る
人
格
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
く
と
言
わ

れ
、自
然
の
事
物
事
象
に
直
接
触
れ
た
り
、

遊
具
や
運
動
器
具
等
を
通
し
て
仲
間
と
仲

良
く
遊
ぶ
環
境
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

　
幼
児
期
は
遊
び
を
通
し
て
生
涯
に
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コ
ミ
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ニ
テ
ィ
活
動
促
進
事

業（
祭
事
用
音
響
機
器
購
入
）

を
活
用
し
、
購
入
い
た
し
ま

し
た
。

YAMAHA　MG16XU
Electro-Voice　ZLX12P

ART EQ355
4e6s black
4e6s blue

SHURE　SM58SW
CLASSIC PRO　CP SPS
CLASSIC PRO　CP MSB
CLASSIC PRO　CP MSTB
Audio-technica　ATW-1102

一式
一式

1
4
2
10
4
6
4
4
2
2
1
1

品　　　名
アナログミキサー
スピーカー
イコライザー

マイクケーブル10m
マイクケーブル20m
マイクロフォン
スピーカースタンド
マイクスタンド
卓上マイクスタンド
ワイヤレスマイク
各種接続ケーブル
機材運搬費

メーカー・規格・仕様 等 数　量 令
和
元
年
度

事業の目的
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れ
、自
然
の
事
物
事
象
に
直
接
触
れ
た
り
、

遊
具
や
運
動
器
具
等
を
通
し
て
仲
間
と
仲

良
く
遊
ぶ
環
境
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

　
幼
児
期
は
遊
び
を
通
し
て
生
涯
に
わ
た

る
人
格
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
く
と
言
わ

れ
、自
然
の
事
物
事
象
に
直
接
触
れ
た
り
、

遊
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や
運
動
器
具
等
を
通
し
て
仲
間
と
仲
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く
遊
ぶ
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必
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に
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る
と
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て

渡名喜小学校遊具購入

コ
ミ
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ニ
テ
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業（
祭
事
用
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機
器
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入
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を
活
用
し
、
購
入
い
た
し
ま
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。

YAMAHA　MG16XU
Electro-Voice　ZLX12P

ART EQ355
4e6s black
4e6s blue

SHURE　SM58SW
CLASSIC PRO　CP SPS
CLASSIC PRO　CP MSB
CLASSIC PRO　CP MSTB
Audio-technica　ATW-1102

一式
一式

1
4
2
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4
6
4
4
2
2
1
1

品　　　名
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スピーカー
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マイクスタンド
卓上マイクスタンド
ワイヤレスマイク
各種接続ケーブル
機材運搬費

メーカー・規格・仕様 等 数　量 令
和
元
年
度

事業の目的
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昨
年
度
に
始
め
た
秋
田
県
学
び

の
体
験
事
業
、今
年
は
小
学
5
・

6
年
生
８
名
を
加
え
、中
学
生
５

名
、教
師
７
名
、事
務
局
１
名
の
21

名
が
秋
田
県
大
仙
市
の
高
梨
小
学
校
と
仙

北
中
学
校
で
２
日
間
の
交
流
学
習
を
行
な

っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
秋
田
の
行
事
等
へ
の
参
加

で
は
な
く
、秋
田
の
子
ど
も
た
ち
の
授
業

に
取
り
組
む
様
子
や
友
達
と
の
関
わ
り
方

等
、学
校
生
活
の
様
子
に
直
に
触
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、朝
か
ら
下
校
時
ま
で
の
通

常
の
授
業
や
学
校
生
活
に
入
れ
て
も
ら
う

も
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、沖
縄
本
島
の
学
校
と
の
交
流

学
習
で
日
頃
は
活
発
に
活
動
し
意
見
も
は

っ
き
り
言
え
て
い
た
子
ど
も

が
、泣
き
出
し
た
り
他
と
交

わ
る
こ
と
も
せ
ず一人
固
ま
っ

て
い
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、

今
回
、長
旅
の
疲
れ
や
見
知

ら
ぬ
土
地
・
学
校
な
の
で
小

学
生
は
大
丈
夫
か
な
と
心
配

し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、高
梨
小
学
校

の
丁
寧
な
出
迎
え
や
優
し
い

気
遣
い
に
よ
り
、渡
名
喜
の

子
ど
も
た
ち
は
気
負
け
す
る

こ
と
な
く
、高

梨
小
の
子
ど
も

た
ち
と
す
ぐ
に

仲
良
く
な
り
、渡
名
喜
の
子

ど
も
た
ち
が
ど
こ
に
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
同
化

し
て
い
た
。初
日
、交
流
学

習
を
終
え
て
宿
舎
に
戻
っ
て

き
た
小
学
生
が「
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
。あ
あ
〜 

！ 

交

流
学
習
も
明
日
ま
で
か
。も

っ
と
秋
田
に
居
た
い
な
。」と

話
し
て
い
た
。

　
２
日
目
に
な
る
と
、秋
田
の
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
姿
に
触
発
さ
れ
た
渡
名
喜
の
子

ど
も
た
ち
は
、授
業
に
真
剣
に
臨
み
、グ

ル
ー
プ
学
習
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
自
分

の
意
見
や
考
え
を
し
っ
か
り
述
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。子
ど
も
は
環
境
が
整
う
と

主
体
的
に
学
習
す
る
よ
う
に

な
る
も
の
だ
と
痛
感
し
、子

ど
も
の
可
能
性
の
大
き
さ
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
中
学
２・
３
年
生
は
昨
年

度
も
交
流
学
習
を
行
な
っ
て

い
る
の
で
、久
し
ぶ
り
に
会

え
る
仙
北
中
学
校
の
生
徒
や

教
師
、メ
ー
ル
交
換
し
て
い

る
友
達
に
会
え
る
期
待
感
で

胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。中
学
１
年
の

二
人
は
少
々
緊
張
ぎ
み
で
あ

っ
た
が
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て

い
っ
た
。

　
秋
田
で
は
小
学
校
と
中
学

校
と
も
、子
ど
も
た
ち
は
登

校
す
る
と
す
ぐ
に
読
書
を
始

め
、中
学
校
で
は
教
師
が
い

な
く
て
も
生
徒
た
ち
で
学
級

会
を
始
め
て
い
く
。掃
除
は

マ
イ
雑
巾（
自
分
の
雑
巾
）を

持
ち
、廊
下
や
ト
イ
レ
、階

段
等
を
丁
寧
に
拭
い
て
い
く
。

怠
け
る
人
は
誰
も
い
な
い
。ま
た
、笑
顔
の

挨
拶
が
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、相
手

の
話
に
相
槌
を
打
ち
な
が
ら
し
っ
か
り
と

聞
い
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
自

ら
率
先
し
て
行
動
し
、相

手
を
大
切
に
思
う
姿
に

渡
名
喜
の
子
ど
も
た
ち

は
驚
い
て
い
た
。

　
教
師
に
と
っ
て
も
、授

業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や〝 

問
い 

〞
の
仕
方
、子
ど

も
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、

支
持
的
風
土
の
あ
る
学

校（
他
を
認
め
尊
重
し
あ

う
環
境
）を
直
に
見
ら
れ

た
こ
と
は
多
く
の
収
穫
が

あ
っ
た
。

　
帰
り
に
大
阪
に
立
ち

寄
り
大
阪
探
索
を
行
な
っ

た
。大
阪
国
際
大
学
の
学
生
の
案
内
で
日

本
一
高
い
ビ
ル
、ア
ベ
ノ
ハ
ル
カ
ス
や
道
頓

堀
、梅
田
駅
周
辺
の
人
混
み
、大
阪
城
等

大
都
会
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
様
子
を

直
接
体
験
し
た
。広
い
世
界
を
見
て
〝
井

の
な
か
の
蛙 

〞
か
ら
の
脱
却
の
こ
と
に
つ

い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
と
思
う
。

　
今
年
は
フ
ェ
リ
ー
運
航
の
関
係
で
昨
年

よ
り
２
日
長
い
、５
泊
６
日
の
長
い
期
間
で

あ
る
こ
と
や
、秋
田
に
入
る
の
が
夜
の
８
時

過
ぎ
、沖
縄
本
島
に
帰
っ
て
く
る
の
が
夜
の

10
時
過
ぎ
の
強
行
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ

た
の
で
、保
護
者
は
か
な
り
心
配
し
て
い
た
。

し
か
し
、交
流
学
習
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
の
姿
や「
秋
田
に
転
校
し
た
い
」と
言
い

出
す
子
ど
も
を
み
て
、〝 

可
愛
い
子
に
は

旅
を
さ
せ
る 

〞
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
秋
田

の
人
々
の
人
を
温
か
く
向

か
い
入
れ
る
優
し
さ
」と

「
真
剣
に
学
び
合
う
姿
」に

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　
秋
田
の
交
流
学
習
を
通

し
て
、明
日
の
渡
名
喜
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
確
か
な
学
力

の
定
着
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
う
の
で
あ
る
。

学
び
の
体
験
事
業

　教育委員会として村民が未来に希望の持てる村にするためには、村民の資質の向上に頼るしかないと
考え、本村振興として「人材をもって資源となす」を基軸にすえて村教育施策に「潤いと生きがいのある生
涯学習社会の推進」を掲げ社会教育の推進を行っている。
　そこで、基本的な考えとして個人の生きがいづくりを進めいくと、個々の資質の向上を図ることにつな
がり、その活動によって村民の絆が築かれ、村興しの原動力につながるものになると考え策定している。
　村民の学びたい意欲に応えるために「いつでも・どこでも誰もが」学べる学習環境づくりを行ない、学
び合い高め合う村の風土の醸成を図るために各種サークル活動を始めた。
　これまでは、バトミントン愛好会が定期的に活動を行っていましたが、昨年度から三線サークル、英会
話教室、バレーボール愛好会が発足し毎週定期的に活動を行っている。現在、カラオケサークルを募集し
ていて近々数グループが活動を始める予定である。

　教育委員会として村民が未来に希望の持てる村にするためには、村民の資質の向上に頼るしかないと
考え、本村振興として「人材をもって資源となす」を基軸にすえて村教育施策に「潤いと生きがいのある生
涯学習社会の推進」を掲げ社会教育の推進を行っている。
　そこで、基本的な考えとして個人の生きがいづくりを進めいくと、個々の資質の向上を図ることにつな
がり、その活動によって村民の絆が築かれ、村興しの原動力につながるものになると考え策定している。
　村民の学びたい意欲に応えるために「いつでも・どこでも誰もが」学べる学習環境づくりを行ない、学
び合い高め合う村の風土の醸成を図るために各種サークル活動を始めた。
　これまでは、バトミントン愛好会が定期的に活動を行っていましたが、昨年度から三線サークル、英会
話教室、バレーボール愛好会が発足し毎週定期的に活動を行っている。現在、カラオケサークルを募集し
ていて近々数グループが活動を始める予定である。

　「三線サークル」は現在１１名で、上原行雄氏を講師
として週１回活動している。初心者ばかりなので、初級
の｢阿波節｣から始め、２曲目の「安里屋ユンタ」３曲目
の「渡名喜村賛歌」４曲名の「上り口節」に取りかかり、
渡名喜祭りや村敬老会に出演することを目指している。
「１曲弾けるようになり楽しくなった」「楽しみが生まれ
１週間があっという間に過ぎてしまう」等と感想を述
べている。

　「三線サークル」は現在１１名で、上原行雄氏を講師
として週１回活動している。初心者ばかりなので、初級
の｢阿波節｣から始め、２曲目の「安里屋ユンタ」３曲目
の「渡名喜村賛歌」４曲名の「上り口節」に取りかかり、
渡名喜祭りや村敬老会に出演することを目指している。
「１曲弾けるようになり楽しくなった」「楽しみが生まれ
１週間があっという間に過ぎてしまう」等と感想を述
べている。

　「英会話教室」は現在８名で、ALTのアーロン先生を講師として、週１日英会
話を学習している。ちゃんとした会話にはならなくても間違えても平気なので、
活発に自由に会話を楽しんでいる。教室は明るいムードでいつも笑いがあり、
１時間があっという間に過ぎていく。「外国旅行するのが楽しみになってき
た。」と話している。

　「英会話教室」は現在８名で、ALTのアーロン先生を講師として、週１日英会
話を学習している。ちゃんとした会話にはならなくても間違えても平気なので、
活発に自由に会話を楽しんでいる。教室は明るいムードでいつも笑いがあり、
１時間があっという間に過ぎていく。「外国旅行するのが楽しみになってき
た。」と話している。

　毎週日曜日の夕方に多目的活動施設で行われています。現在３名の方が加
入しており、楽しく歌の練習をしています。全員の目標は「渡名喜祭り」で練習
した歌を披露することです。
※グループ、家族等どなたでも自分の好きな時間を選んで申し込みが出来ます。

　毎週日曜日の夕方に多目的活動施設で行われています。現在３名の方が加
入しており、楽しく歌の練習をしています。全員の目標は「渡名喜祭り」で練習
した歌を披露することです。
※グループ、家族等どなたでも自分の好きな時間を選んで申し込みが出来ます。

村民の学ぶ意欲の向上を目指した
各種サークル活動

三線サークル活動1

英会話教室2

カラオケサークル3

※三線がなくても初心者でも大歓迎です。
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っ
か
り
と

聞
い
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
自

ら
率
先
し
て
行
動
し
、相

手
を
大
切
に
思
う
姿
に

渡
名
喜
の
子
ど
も
た
ち

は
驚
い
て
い
た
。

　
教
師
に
と
っ
て
も
、授

業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や〝 

問
い 

〞
の
仕
方
、子
ど

も
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、

支
持
的
風
土
の
あ
る
学

校（
他
を
認
め
尊
重
し
あ

う
環
境
）を
直
に
見
ら
れ

た
こ
と
は
多
く
の
収
穫
が

あ
っ
た
。

　
帰
り
に
大
阪
に
立
ち

寄
り
大
阪
探
索
を
行
な
っ

た
。大
阪
国
際
大
学
の
学
生
の
案
内
で
日

本
一
高
い
ビ
ル
、ア
ベ
ノ
ハ
ル
カ
ス
や
道
頓

堀
、梅
田
駅
周
辺
の
人
混
み
、大
阪
城
等

大
都
会
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
様
子
を

直
接
体
験
し
た
。広
い
世
界
を
見
て
〝
井

の
な
か
の
蛙 

〞
か
ら
の
脱
却
の
こ
と
に
つ

い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
と
思
う
。

　
今
年
は
フ
ェ
リ
ー
運
航
の
関
係
で
昨
年

よ
り
２
日
長
い
、５
泊
６
日
の
長
い
期
間
で

あ
る
こ
と
や
、秋
田
に
入
る
の
が
夜
の
８
時

過
ぎ
、沖
縄
本
島
に
帰
っ
て
く
る
の
が
夜
の

10
時
過
ぎ
の
強
行
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ

た
の
で
、保
護
者
は
か
な
り
心
配
し
て
い
た
。

し
か
し
、交
流
学
習
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
の
姿
や「
秋
田
に
転
校
し
た
い
」と
言
い

出
す
子
ど
も
を
み
て
、〝 

可
愛
い
子
に
は

旅
を
さ
せ
る 

〞
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
秋
田

の
人
々
の
人
を
温
か
く
向

か
い
入
れ
る
優
し
さ
」と

「
真
剣
に
学
び
合
う
姿
」に

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　
秋
田
の
交
流
学
習
を
通

し
て
、明
日
の
渡
名
喜
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
確
か
な
学
力

の
定
着
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
う
の
で
あ
る
。

学
び
の
体
験
事
業

　教育委員会として村民が未来に希望の持てる村にするためには、村民の資質の向上に頼るしかないと
考え、本村振興として「人材をもって資源となす」を基軸にすえて村教育施策に「潤いと生きがいのある生
涯学習社会の推進」を掲げ社会教育の推進を行っている。
　そこで、基本的な考えとして個人の生きがいづくりを進めいくと、個々の資質の向上を図ることにつな
がり、その活動によって村民の絆が築かれ、村興しの原動力につながるものになると考え策定している。
　村民の学びたい意欲に応えるために「いつでも・どこでも誰もが」学べる学習環境づくりを行ない、学
び合い高め合う村の風土の醸成を図るために各種サークル活動を始めた。
　これまでは、バトミントン愛好会が定期的に活動を行っていましたが、昨年度から三線サークル、英会
話教室、バレーボール愛好会が発足し毎週定期的に活動を行っている。現在、カラオケサークルを募集し
ていて近々数グループが活動を始める予定である。

　教育委員会として村民が未来に希望の持てる村にするためには、村民の資質の向上に頼るしかないと
考え、本村振興として「人材をもって資源となす」を基軸にすえて村教育施策に「潤いと生きがいのある生
涯学習社会の推進」を掲げ社会教育の推進を行っている。
　そこで、基本的な考えとして個人の生きがいづくりを進めいくと、個々の資質の向上を図ることにつな
がり、その活動によって村民の絆が築かれ、村興しの原動力につながるものになると考え策定している。
　村民の学びたい意欲に応えるために「いつでも・どこでも誰もが」学べる学習環境づくりを行ない、学
び合い高め合う村の風土の醸成を図るために各種サークル活動を始めた。
　これまでは、バトミントン愛好会が定期的に活動を行っていましたが、昨年度から三線サークル、英会
話教室、バレーボール愛好会が発足し毎週定期的に活動を行っている。現在、カラオケサークルを募集し
ていて近々数グループが活動を始める予定である。

　「三線サークル」は現在１１名で、上原行雄氏を講師
として週１回活動している。初心者ばかりなので、初級
の｢阿波節｣から始め、２曲目の「安里屋ユンタ」３曲目
の「渡名喜村賛歌」４曲名の「上り口節」に取りかかり、
渡名喜祭りや村敬老会に出演することを目指している。
「１曲弾けるようになり楽しくなった」「楽しみが生まれ
１週間があっという間に過ぎてしまう」等と感想を述
べている。

　「三線サークル」は現在１１名で、上原行雄氏を講師
として週１回活動している。初心者ばかりなので、初級
の｢阿波節｣から始め、２曲目の「安里屋ユンタ」３曲目
の「渡名喜村賛歌」４曲名の「上り口節」に取りかかり、
渡名喜祭りや村敬老会に出演することを目指している。
「１曲弾けるようになり楽しくなった」「楽しみが生まれ
１週間があっという間に過ぎてしまう」等と感想を述
べている。

　「英会話教室」は現在８名で、ALTのアーロン先生を講師として、週１日英会
話を学習している。ちゃんとした会話にはならなくても間違えても平気なので、
活発に自由に会話を楽しんでいる。教室は明るいムードでいつも笑いがあり、
１時間があっという間に過ぎていく。「外国旅行するのが楽しみになってき
た。」と話している。

　「英会話教室」は現在８名で、ALTのアーロン先生を講師として、週１日英会
話を学習している。ちゃんとした会話にはならなくても間違えても平気なので、
活発に自由に会話を楽しんでいる。教室は明るいムードでいつも笑いがあり、
１時間があっという間に過ぎていく。「外国旅行するのが楽しみになってき
た。」と話している。

　毎週日曜日の夕方に多目的活動施設で行われています。現在３名の方が加
入しており、楽しく歌の練習をしています。全員の目標は「渡名喜祭り」で練習
した歌を披露することです。
※グループ、家族等どなたでも自分の好きな時間を選んで申し込みが出来ます。

　毎週日曜日の夕方に多目的活動施設で行われています。現在３名の方が加
入しており、楽しく歌の練習をしています。全員の目標は「渡名喜祭り」で練習
した歌を披露することです。
※グループ、家族等どなたでも自分の好きな時間を選んで申し込みが出来ます。

村民の学ぶ意欲の向上を目指した
各種サークル活動

三線サークル活動1

英会話教室2

カラオケサークル3

※三線がなくても初心者でも大歓迎です。
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広報広報

人口と世帯
令和2年4月末現在

総人口
男
女

世帯数

351人
198人
153人
215世帯
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温もりの海郷　渡名喜
さ　　とぬく と　　な　　き

主な内容

渡名喜村役場  総務課　渡名喜村役場  総務課　
〒901-3692 渡名喜村1917番地の3
TEL：098-989-2002・2317・2066　FAX：098-989-2197
E-mail:tonaki_soumu001@vill.tonaki.lg.jp

〒901-3692 渡名喜村1917番地の3
TEL：098-989-2002・2317・2066　FAX：098-989-2197
E-mail:tonaki_soumu001@vill.tonaki.lg.jp

【編集・発行】【編集・発行】
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敬老会
離島フェア
パークゴルフ大会2019
令和2年出初め式
役場からのお知らせ

敬老会
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パークゴルフ大会2019
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役場からのお知らせ
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2020年（令和2年） 3月・4月 24

固定電話（I P 電話含む）、携帯電話から「119」へダイヤルすると
沖縄県消防指令センター職員（消防職員）が24時間体制で緊急通報を受け付けします。

急患や緊急時の連絡先は 電話１１９番

3・4
March April

月号

2020

令和２年度 渡名喜幼小中学校入学式

　村内の下水道は、地理的制約から道路内にあるマンホールに圧送用ポンプを設置
し、汚水の圧送を行っている場所があります。近ごろ、布切れや油類、髪の毛などさ
まざまな異物の混入があり、ポンプ内で異物が詰まり、ポンプの故障・停止する事態が発生しております。

　野菜クズや残飯、天ぷら油な
どは排水管を詰まらせたり、処
理場の機能を低下させる原因に
なります。

下水道は正しく使用してください
■台所のゴミや廃油を
　流さないでください

　水に溶けない紙、紙おむつ、タ
バコ、ガム、ビニールなどを流す
とつまりの原因になります。ま
た、汚物を流す水
量を極端に少なく
するとつまりの原
因になります。

■原則トイレットペーパー
　以外のものは流さない
　でください 　ガソリン、シンナー、石油、ア

ルコールなど、揮発性の高い有
害物質・危険物を流すと、管の中
で爆発したり、管を痛めること
があります。また、
土砂や木片、ビニー
ルなどをすてない
ようにしましょう。

■有害物質は
　流さないでください

下水道は正しく使いましょう

寄贈マスク・医師紹介
令和元年度卒業式・修了式
令和2年度入学式
寄贈・こんにちは赤ちゃん
令和2年成人式
TONAKIスポーツフェスタ2019
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令和2年度施政方針
教育長就任挨拶
令和2年度渡名喜村役場事務分掌
平成30年度決算状況の公表
平成30年度決算に基づく
財政健全化判断比率の公表
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